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　本書は、防府市牟礼地内での上坂本東大川防安・通常砂防工事（砂防堰堤の建ઃ工事）にઌ立ͪ、

山口県防府土木事຿所からҕୗをड͚て、ಉ地内に所在する阿弥陀寺において、公益財団法人山口県

ひとづくり財団山口県埋蔵文化財センターが࣮ࢪした発۷調査の記録を·とめたものです。

　ྺ史的財࢈である遺跡のอޢについては、基本的には現ঢ়อଘが๬·しいと͜Ζですが、։発事ۀ

等に伴い、やΉをಘͣফࣦする͜とになる෦෼については、事前に発۷調査を࣮ࢪし、関܎機関と調

੔をはかりながら記録อଘをする͜ととしており·す。

  東大寺別院・प防阿弥陀寺は、ढ़৐๪ॏݯ上人により、1187（文࣏３）年に建立され·した。現在

は、՚厳फの寺院として、本堂・೦仏堂・ޢຎ堂・経堂の΄か、鉄ๅౝや仁Ԧ門等の堂Ӊ伽藍を構え

てい·す。ਫথྠޒౝ（ࠃๅ）をไ安する鉄ๅౝ（ࠃๅ）、ॏݯ上人૾࠱（ॏ要文化財）や木造ۚ߶

ྗ࢜૾（ॏ要文化財）、ࢴ本๽書阿弥陀寺田ി஫文ฒ໔ڐঢ়（ॏ要文化財）、౬԰（ॏ要༗形ຽଏ文化

財）なͲをތるݹႢとして஌られてい·す。͜れ·で、防府市ڭҭҕһ会により、境内及びそのपล

で３次にΘたる発۷調査が࣮ࢪされており、ྺ史的มભաఔのূݕがਐめられてい·す。

　今回の調査地は、現在の境内地から小୩をڬΜだ東側の尾根上を対象として࣮ࢪし·した。調査の

結果、尾根の斜面を造成した境内跡や、平坦に構ஙした基壇を構える礎石建物の΄か、その建物にࢸ

る石段、石垣、門の礎石等を確認し·した。·た、基壇上では、火葬遺構も確認したと͜Ζです。

　礎石建物の年代は、出土遺物等から、ח૔時代後期に౰たる 13 世紀後葉～ 14 世紀初頭と૝定さ

れ·す。·た、建物の性֨は、礎石配置や規模等からみて、本堂༷式に૬౰するものであり、阿弥陀

寺૑建期より 100 年ఔ౓後に、͜ の৔所に本堂Ϋϥεの建物が計画されたものと考えられ·す。なお、

出土遺物が少量で、生活痕跡があ·りみられない͜とから、未完成にऴΘͬた可能性もあるとࢥΘれ

·す。

　͜のたびの調査をとおして、प防のࠃを代දする寺院としての阿弥陀寺が、現在よりもさらに大͖

な規模をͬތていた͜とが確認で͖る、਺多くのوॏなखがかりをಘる͜とがで͖·した。

　本書が、文化財อޢへのཧղをਂめるςΩετになるとともに、ֶज़ڀݚの基礎ࢿྉとして޿く活

༻されるよう、心から期଴してい·す。·た、ふるさとのྺ史や文化について考える͜とが、͜れか

らの地Ҭづくりや本県の発లにつながるよう、ڧくͬئてい·す。

の܎ください·した関ྗڠޚಋ及びࢦޚ、成に࡞や報告書のࢪ後になり·したが、発۷調査の࣮࠷　

օ༷に、ްくޚ礼ਃし上͛·す。

　平成３̌年２月　　

                                          　　　　　　公益財団法人山口県ひとづくり財団

                                            　　　　　　　　　　　　　　　　　ཧ　事　長　　　原　田　　ঘ

ᗎ



１　本書は、平成 28 年౓及び平成 29 年౓に࣮ࢪした阿
࠶ ࡳ ࡔ ࡌ

弥陀寺（山口県防府市牟
ࡴ ࢀ

礼地内）の発۷調

　査報告書である。

２　調査は、公益財団法人山口県ひとづくり財団が山口県防府土木建ங事຿所からのҕୗʤ平成 28

年౓ܖ約名ɿ上坂本東大川防安・通常砂防工事に伴う埋蔵文化財調査ۀ຿ҕୗ　第１工۠ʥ及びʤ平

成 29 年౓ܖ約名ɿ上坂本東大川防安・通常砂防工事に伴う埋蔵文化財調査ۀ຿ҕୗ　第２工۠ʥ

をड͚て࣮ࢪした。

３　調査組৫は、次のとおりである。

　　調査主ମ　公益財団法人山口県ひとづくり財団山口県埋蔵文化財センター

　　調査୲౰　（平成 28 年౓）

調査第ೋ՝՝長　　岩　崎　仁　志

　　　　　　　調査第ೋ՝主೚　　岡　田　裕　之

　　　　　　　文 化 財 ઐ 門 һ　　小　河　泰　史

　　　　　　　調　　査　　һ　　河　村　美　沙

　　　　　　　（平成 29 年౓）

調査第ೋ՝՝長　　岩　崎　仁　志

　　　　　　　調査第ೋ՝主೚　　岡　田　裕　之

　　　　　　　調査第Ұ՝主೚　　ٶ　Լ　޹　༏

̐　本書の第２ਤはࠃ土地ཧ院発行の̑ສ෼の１地形ਤʮ防府ʯ、第３ਤはࠃ土地ཧ院発行の

２ສ̑ઍ෼の１地形ਤʮ防府ʯ、第̐ਤは防府市発行の２ઍ̑ඦ෼の１地形ਤʮ防府市地形ਤ̜－ ・̒

̓ʯをそれͧれෳ੡࢖༻し、࡞成した。

̑　本書で࢖༻した方Ґはࠃ土࠲標（世ք測地ܥ）の北でࣔした。ࠃ土࠲標の୯Ґはｍであり、標高

はւൈ高౓（ｍ）である。

̒　本書で࢖༻した土৭の৭調標記は೶ྛਫ࢈ল೶ྛਫٕ࢈ज़会ٞ事຿ہ（؂म）h ৽൛標४土৭஽ʱ

.VOTFMM 方式による。

̓　ਤ൛中の遺構・遺物番号はૠਤの遺構・遺物番号と対Ԡする。

̔　調査શൠに関して、ྛࢯ޹׮（東大寺別院阿弥陀寺ॅ৬）、ਿ原࿨ዳࢯ・羽ௗ޾Ұࢯ・平井ߞ平

ࢠಸྑঁ）ࢯࣇをいただいた。調査期間中には、౻田ໍྗڠޚ・ࣔڭޚに（ҭҕһ会ڭ防府市）ࢯ

大ֶڀݚ院生活؀境Պֶڭܥत）と山؛常人ࢯ（ژ౎大ֶ大ֶ院工ֶڀݚՊڭत）に現地ࢦಋをڼ

いだ。とりΘ͚山ࢯ؛には、礎石建物の෮原Ҋ等についてࣔڭޚいただくとともに、本文（第ᶛষ

－１）についてもߍޚӾいただいた。関࿈ࢿྉ調査のࡍには、ߐ上ஐ恵ࢯ（෱岡県ٱ山町ڭҭҕһ

会）、高ڮҰහࢯ（੩岡県ބ西市ڭҭҕһ会）にޚ世࿩になͬた。

̕　出土炭化ࡐの์ࣹ性炭ૉ年代測定及びथ種ಉ定についてはۀ者にҕୗするとともに、出土火葬ࠎ

のؑ定෼ੳについては土井ϲ඿遺跡・人ྨֶϛϡーδΞϜの高椋浩史ࢯにґཔし、その成果を第ᶚ

ষにࡌܝした。

10　本書の࡞成は岩崎・岡田・小河・河村が෼୲し、岡田が編集した。なお、ࣥච෼୲は次のとお

りである。

　ᶗɿ岡田　ᶘɿ岡田・河村・小河　ᶙ－１・２ɿ岡田　ᶙ－３ɿ岡田・岩崎・河村　ᶙ－̐ɿ岩崎

　ᶚ－１・２ɿҕୗۀ者　ᶚ－３ɿ高椋　ᶛ－１・３・̐ɿ岩崎　ᶛ－２・̑ɿ岡田

౛ࠉゝ
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̐　τϨンν̓۷Լ͛ঢ়گ（北東から）

ਤ൛ 21　１　τϨンν̓土૚அ面（北から）
２　土૚̚அ面（南西から）　
３　土૚̜அ面（北東から）

̐　土૚̞அ面（北東から）
̑　土૚̝அ面（南西から）
̒　基壇土器出土ঢ়گ（北から）
̓　基壇੔地土上૚土器出土ঢ়گ（東から）
̔　基壇西ล付近土器出土ঢ়گ（北から）

ਤ൛ 22　１　基壇ਖ਼面石積みݕ出ঢ়گ（南東から）
２　基壇ਖ਼面石積みݕ出ঢ়گ（西から）
３　基壇ਖ਼面石積みݕ出ঢ়گ（南西から）

ਤ൛ 23　１　礎石建物શܠ（北東から）
２　礎石建物શܠ（北から）

ਤ൛ 24　１　礎石建物શܠ（北東から）
２　礎石̒ਾ付ঢ়گ（南西から）
３　礎石̒及びपล集石ݕ出ঢ়گ（北西から）
̐　礎石̓ਾ付ঢ়گ（南西から）
̑　礎石２－̓間土૚அ面（ख前。北西から）

ਤ൛ 25　１　礎石̔及びपล集石ݕ出ঢ়گᶃ（南東から）
２　礎石̔及びपล集石ݕ出ঢ়گᶄ（北東から）
３　礎石３－̔間土૚அ面（北西から）
̐　礎石̔࣋上͛෩ܠ（北から）
̑　礎石 14 （南西から）گ出ঢ়ݕ

ਤ൛ 26　１　礎石 12 ਾ付ঢ়گ（北東から）
２　礎石̕ਾ付ঢ়گ（南西から）
３　礎石̕আڈ後ᶃ（北西から）
̐　礎石̕আڈ後ᶄ（北から）
̑　礎石 10 पล۷Լ͛ঢ়گ（南東から）

ਤ൛ 27　１　石段２ݕ出ঢ়گᶃ（南西から）
２　石段２ݕ出ঢ়گᶄ（南西から）

ਤ൛ 28　１　火葬遺構ݕ出ঢ়گ（北東から）
２　火葬遺構ݕ出ঢ়گ（東から）
３　火葬遺構上෦᛽ෑ͖அ面（北西から）
̐　火葬遺構Լ෦遺構ݕ出ঢ়گ（北西から）
̑　火葬遺構Լ෦遺構ݕ出ঢ়گ（北東から）

ਤ൛ 29　１　火葬遺構൒ࡋঢ়گ（北西から）
２　火葬遺構配石ݕ出ঢ়گ（北西から）
３　火葬遺構配石ݕ出ঢ়گ（南から）
̐　火葬遺構ࠎ出土ঢ়گᶃ（東から）
̑　火葬遺構ࠎ出土ঢ়گᶄ（東から）

ਤ൛ 30　１　火葬遺構׹୆ݕ出ঢ়گ（北西から）
２　火葬遺構׹୆ݕ出ঢ়گ（南西から）
３　火葬遺構׹୆আڈ後（北西から）
̐　火葬遺構׹୆আڈ後（南西から）
̑　火葬遺構完۷ঢ়گ（南西から）

ਤ൛ 31　１　方形石組ݕ出ঢ়گ（南西から）
２　方形石組ݕ出ঢ়گ（東から）

ਤ൛ 32　１　方形石組　石組আڈঢ়گᶃ（南西から）
２　方形石組　石組আڈঢ়گᶄ（南東から）
３　方形石組　立石ݕ出ঢ়گ（南西から）

ਤ൛ 33　１　方形石組完۷ঢ়گ（南西から）
２　方形石組完۷ঢ়گ（北東から）
３　方形石組付近羽口出土ঢ়گ（南から）

ਤ൛ 34　出土遺物（１）
ਤ൛ 35　出土遺物（２）
ਤ൛ 36　出土遺物（３）
ਤ൛ 37　出土遺物（̐）
ਤ൛ 38　出土遺物（̑）
ਤ൛ 39　出土遺物（̒）
ਤ൛ 40　出土遺物（̓）
ਤ൛ 41　出土遺物（̔）



ᶗɹௐࠪʹࢸΔܦҢͱௐࠪͷ֓ཁ

̍ɹௐࠪʹࢸΔܦҢʢୈ̍ਤʣ
山口県防府土木建ங事຿所では、平成 21 年の߽Ӎによる土石流֐ࡂをड͚、防府市大ࣈ牟礼にお

いて、砂防堰堤の建ઃを目的として、上坂本東大川防安・通常砂防工事を計画した。事ۀの対象と

なるൣ囲には、阿弥陀寺ૐ๥跡のଘ在がਪ定されている͜とから、山口県ڭҭҕһ会では、平成 24

年౓に堰堤工事により۷࡟をड͚る෦෼、及び堰堤ઃ置後に土石流堆積物でॆరされると༧測され

るൣ囲について、埋蔵文化財のऔѻいに܎る৘報をಘるための۷ࢼ調査を࣮ࢪした。その結果、౰

֘地۠に寺院関࿈遺構が࢒ଘする͜とが確認されたため、工事にઌ立ͬて記録อଘのા置をとる͜

とがඞ要となͬた。

山口県防府土木建ங事຿所のҕୗをड͚た、公益財団法人山口県ひとづくり財団山口県埋蔵文化

財センターでは、工事でӨڹをड͚る 1,500㎡のൣ囲について、平成 28 年౓に、上坂本東大川防安・

ୈ̍図ɹௐࠪ஍ઃఆ図
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通常砂防工事に伴う埋蔵文化財調査ۀ຿ҕୗ　第１工۠として発۷調査を࣮ࢪし、平成 29 年౓に、

上坂本東大川防安・通常砂防工事に伴う埋蔵文化財調査ۀ຿ҕୗ　第２工۠として、発۷調査報告

書を࡞成する͜ととなͬた。

̎ɹௐࠪͷ֓ཁ
平成 28 年౓は、̒月̓日付͚のҕୗܖ約క結をड͚て調査४උを։࢝し、̔月１日に山口県防府

土木建ங事຿所との初回ۀ຿ଧ߹ͤ、̔月 17 日にಉ事຿所との現地ٞڠを行ͬた。̕月１日から

̒日にか͚て、調査地内の立木െ࠾を防府土木

建ங事຿所のडୗۀ者が࣮ࢪする͜ととなͬた

が、െ࠾により遺構にӨڹが及Ϳ可能性があͬ

たため、ਵ時、センターの୲౰৬һが立会を行ͬ

た。

現地調査にઌ立ͬて、東大寺別院阿弥陀寺、

近ྡの࣏ࣗ会や小中ֶߍ、೶ۀ大ֶߍの΄か、

ॺ、ফ防ॺに、調査期間中の安શ確อのた࡯ܯ

めのཧղとྗڠを要੥した。̕月 27 日に、発

し、̕月࠵һઆ໌会を։ۀ࡞۷ 28 日から 30

日にか͚て、Ծઃ事຿所等、器ݿࡐ、ԾઃτΠ

Ϩをॱ次ઃ置した。なお、Ծઃ事຿所のిؾ配

線工事は 10 月 17 日に行ͬた。

現地調査は、10 月３日からॏ機によるද土

আۀ࡞ڈを։࢝し、10 月 14 日に完ྃした。

その間の 10 月 11 日から、発۷ۀ࡞һのՔಈ

を։࢝するとともに、ಉ日に発۷器ࡐのൖೖを

行い、؀境੔උにऔりֻかͬた。10 月 17 日

から、ਗ਼૟ۀ࡞や安શ確อのための木の根আڈ

を行ͬた後、10 月 24 日からは遺構ݕ出ۀ࡞

を։࢝した。調査地が山ྛにあるため、木の根

が多い͜とと、主な遺構は石で࡞られている͜

とから、木の根আڈ、遺構ݕ出、ਗ਼૟ۀ࡞をく

りฦしながら調査をਐめた。そして、12 月上

०·でには、調査地Լ段、及びԼ段と中段間の

石垣・石段については、遺構ݕ出及びਗ਼૟ۀ࡞

等を΄΅ऴྃした。その間の 11 月 16 日には、

。したࢪઃ置を࣮ߌ標࠲土ࠃ຿ҕୗによるۀ

ॏػʹΑΔද౔আڈ

ઃஔߌඪ࠲౔ࠃ

ਓྗʹΑΔҨݕߏग़
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調査地中段の基壇は、ॏ機によるද土আۀ࡞ڈ中に確認していたが、基壇上の礎石配ྻ等が൑વ

としなかͬたため、11 月 28 日から確認のためのτϨンνをઃ定し۷࡟を行ͬた。その結果、૝定

より土石流がްく堆積しており、ද土আڈでऔりআいた後の面より、さらに 50 ～ 70ᶲఔ౓Լ૚に

礎石がଘ在する͜とがΘかͬたため、12 月 15 日から 17 日·で基壇上を中心に、࠶౓ॏ機による

ද土আڈを࣮ࢪした。12 月 21 日には、調査地内の立木െ࠾のۀ຿ҕୗを࣮ࢪしたが、ఱީෆॱ等

により、年内の現地調査はその··ऴྃした。なお、12 月̓日には、෱岡県ٱ山町टཏ山遺跡での

関࿈ࢿྉ調査を࣮ࢪした。

１月̑日から、現地調査を࠶։し、基壇を

中心に遺構ݕ出やਗ਼૟ۀ࡞をܧ続した。それ

により、１月Լ०には、基壇のൣ囲や、基壇

上面の礎石配ྻ等が໌らかとなͬて͖た。２

月̐日には、地ॅݩຽ͚޲の現地આ໌会を։

し、110࠵ 人のࢀՃ者があͬた。２月 16・

17・21 日には、ۭ中ࣸਅࡱӨとۭ中ࣸਅ測

量及び立面測量を࣮ࢪした。その後は、調査

地中段を中心に、造成方法等を確認するため

のτϨンνの۷りࠐみを行い、２月 24 日に

器ࡐൖ出の後、Ծઃ事຿所、器ݿࡐ、Ծઃτ

ΠϨ、事຿所等物඼をఫڈし、２月 28 日で

発۷ۀ࡞һのՔಈをऴྃした。記録関܎につ

いては、遺構配置ਤはۭ中ࣸਅ測量及び立面

測量のۀ຿ҕୗによるため、୲౰৬һは、ݸ

別遺構の࣮測ਤや、調査地及びτϨンνの土

૚அ面ਤの࡞成、記録ࣸਅࡱӨ等を中心に、

ਵ時行ͬた。

なお、基壇をもつ礎石建物等のوॏな遺構

を確認した͜とから、２月 21 日に建ங史の

ઐ門Ոであるಸྑঁࢠ大ֶڭतの౻田ໍࢯࣇ、

３月̓日に寺院建ங史のઐ門Ոであるژ౎大

ಋをいࢦをটᡈし、現地ࢯ常人؛तの山ڭֶ

ただいた。

３月１日に、防府土木建ங事຿所による現

地調査ऴྃの立会があͬた後、３月３日から

െ根およびۀ࢈ഇغ物のॲ෼と埋め໭しۀ࡞

を࣮ࢪした。それとซ行して、୲౰৬һによ

る遺構࣮測ਤ࡞成、及び記録ࣸਅࡱӨ等のิ

立໦െ࠾

ۀ࡞ஃपลج

஍આ໌ձݱ

－ 3－



଍を行い、３月 17 日にす΂ての現地ۀ࡞をऴ

ྃした。３月 24 日には、防府土木建ங事຿所

において、完ྃݕ査をडݕした。

出土遺物については、ਵ時山口県埋蔵文化

財センターに࣋ͪؼり、ચড়、઀߹、෮ݩ等

の੔ཧۀ࡞をਐめた΄か、遺構ਤ面やࣸਅ等

の記録ྨの੔ཧをਐめ、次年౓ץ行༧定の発

۷調査報告書を࡞成するためのࢿྉ४උを

行ͬた。

平成 29 年౓は、̐月３日付͚のҕୗܖ約క

結をड͚て調査४උを։࢝し、̐月 11 日に

山口県防府土木建ங事຿所との初回ۀ຿ଧ߹

ͤを行ͬた。年౓౰初は、ࡢ年౓にҾ͖続͖、

出土遺物のચড়、઀߹、෮ݩ等の੔ཧۀ࡞の

΄か、遺構ਤ面やࣸਅ等の記録ྨの੔ཧをਐ

めた。ซͤて、炭化ࡐの์ࣹ性炭ૉ年代測定

やथ種ಉ定、Φϧι画૾࡞成等のۀ຿ҕୗܖ

約を行ͬた。ࠎยについては、土井ϲ඿遺跡・

人ྨֶϛϡーδΞϜに෼ੳ・ؑ定をґཔした。

出土遺物の੔ཧۀ࡞の目్がついたと͜Ζ

で、遺物࣮測ਤの࡞成、ࣸਅࡱӨによる記録

化を行ͬた。遺構ਤ面は、࣮測原ਤのσδタ

ϧτϨーεの΄か、ۀ຿ҕୗしたۭ中ࣸਅ測

量及び立面測量ਤ面の੔ཧ等を行ͬた。͜れ

らの記録ࢿྉをもとに、ૠਤ及びࣸਅਤ൛を

。成した࡞

Ұ方で、関࿈ࢿྉの収集を行いながら、文

ষのࣥචをਐめていͬた。̓月 25 日には、関

࿈ࢿྉ調査として、੩岡県ބ西市ڭҭҕһ会

において、ಉ市所在の大஌೾ಕഇ寺跡に関するࢀ考ਤ書をडྖした上で、現地を࡯ࢹした。ཌ 26 日

には、ࡢ年౓に現地ࢦಋをいただいた、ژ౎大ֶڭतの山؛常人ࢯのࣨڀݚを๚໰し、阿弥陀寺の

基壇をもつ礎石建物のϓϥンҊを中心に、௚઀調査ࢦಋをいただいた。ಉ日には、͜の建物とϓϥ

ンがڞ通する、࿨Վ山県日高܊日高川町所在のಓ成寺本堂を࡯ࢹした。

Ҏ上の成果を·とめて、今年౓、発۷調査報告書をץ行するにͬࢸた。

ௐࠪࢦಋ

ൈࠜۀ࡞

ද౔ຒΊ໭͠
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ᶘɹҨ੻ͷҐஔͱڥ؀

̍ɹ஍ཧతڥ؀ʢୈ̎ਤʣ
阿弥陀寺は、山口県防府市大ࣈ牟礼に所在する。防府市は、山口県の中෦にあり、प防ಿに面して

いる。市Ҭの北東から南西にか͚て、Ұڃ河川である佐೾川が流れ、Լ流には県Լ࠷大の平野である

防府平野が形成される。平野の南縁には、ߐധ山、޲ౡ、田ౡ山等、平野の発ୡにより཮ܨౡ化した

཮ܨౡቦ܈が点在する。現在の防府平野のおよそ൒෼は、近世Ҏ߱のׯ୓によͬて֦大したものであ
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り、それҎ前のւ؛線は、܂山南࿢付近にあͬたとਪ定されている。

南縁をআく平野のࡾ方には、北東෦に大平山地、北෦にӈ田ϲٰ山地、西෦にᒂ厳寺山地といͬた、

標高 300 ～ 600 ｍڃの中ى෬山地がとり·く。͜れらの地࣭の大෦෼は、നѥ紀のࠇӢ฼Ֆቋ岩（޿

ౡՖቋ岩）からなるが、大平山地は西൒෦がՖቋ岩、東൒෦及び北東෦がట࣭ย岩（प防ม成岩）か

らなる地࣭である。

現在の阿弥陀寺の中心伽藍は、͜ の大平山地の主ๆである大平山（標高 631 ｍ）の西側斜面にあり、

標高約 80 ～ 120 ｍにҐ置する。今回の調査地は、現在の೦仏堂より東側に約 100 ｍの地点、標高

121 ～ 135 ｍのൣ囲に౰たる。大平山௖から東൒෦及び北東෦にか͚ては、ట࣭ย岩の෩化土૚に

෴Θれ、؇やかなى෬面が޿がるが、調査地のある西側斜面の標高 200 ～ 600 ｍ付近では、܏ٸ斜

となる͜とから、෩化による堆積土は࢒らͣ、高所でట࣭ย岩、௿所でՖቋ岩の࿐頭がみられる。調

査地पลは、ൺֱ的؇やかな斜面となͬており、基൫であるՖቋ岩がҰ෦で࿐出する΄かは、その上

は土石流性のѥ֯᛽૚やްいくさり᛽૚によͬて෴Θれている。調査地のある斜面の྆側は、ൺֱ的

。られて、調査地のある尾根は段ٰ化している࡟な৵৯୩によͬてٸ

͜のような܏斜のڧい地形と、෩化しやすいՖቋ岩を基൫とする地࣭にՃえて、౰地ҬがԹஆ・少

Ӎな੉ށ内ܕのީؾの中でも、߱Ӎ量が多い੉ށ内西෦に౰たる͜とと、近年のԹஆ化による߽Ӎの

ස発によͬて、調査地पลは土石流֐ࡂのݥة性の高い৔所といえる。

̎ɹྺ࢙తڥ؀ʢୈ̏ਤʣ
ʙೄจ࣌୅　防府市Ҭでは、旧石器時代の遺跡は確認されていないが、山口市との市境にあるثੴچ

長୔஑遺跡では、ࡉ石器がද࠾されている。ೄ文時代では、多ʑྑ山東尾根の大ক܉遺跡（̓）、佐

೾川Լ流ӈ؛地ҬのԞਖ਼ݖ寺遺跡、ಉ中流ӈ؛地Ҭの小野中ֶߍෑ地遺跡等で、ೄ文時代ૣ期のԡܕ

文土器が出土している。ೄ文時代前期から後期にか͚ての遺跡はみられないが、ೄ文時代൩期には、

ઌड़のԞਖ਼ݖ寺遺跡や小野中ֶߍෑ地遺跡、佐೾川Լ流ӈ؛地ҬのԼӈ田遺跡（28）で、遺構や遺

物が確認されている。そのうͪ、Ԟਖ਼ݖ寺遺跡では、൩期中ࠒのஷ蔵݀とみられる土܈޵がݕ出され、

土޵内からೄ文土器が·と·ͬて出土した。

弥ੜ࣌୅　弥生時代の遺跡として、ઌड़のԼӈ田遺跡は、佐೾川のԭ積࡞༻によるԭ積平野上にҐ置

しており、弥生時代からݹ෿時代にか͚ての୦݀建物と土ߔ、޵からなる集མҬと、集མ近くにᆵ׹

ุやᙈุ׹、ശ式石ุ׹等のุҬを確認した。とりΘ͚、弥生時代後期を中心とする 100 棟近くの

石や安山岩༵ࠇ、や܈޵出され、大規模な集མである͜とが൑໌した。·た、土器焼成ݕ建物が݀ݎ

の石۵及び石器未成඼が出土しており、集མ内で土器や石器の੡࡞を行ͬた͜とがうかがえる。遺物

としては、弥生土器、ଧ੡石ි・ୟ͖石・石ח等の石器、鉄ි等が出土している。　

佐೾川Լ流؛ࠨ地Ҭの井上山遺跡（41）とಉӈ؛地Ҭの大崎遺跡（32）は、いͣれもٰྕ上にӦ

·れた中期を中心とする高地性集མであり、佐೾川をڬΜで対ቂしている。྆遺跡とも、݀ݎ建物܈

とஷ蔵༻୦݀߼؀、܈等がݕ出され、土器や石器、෼銅形土੡඼が出土するなͲ、΄΅ڞ通した遺構・

遺物の内༰をࣔしている。

ౡܨいのは、防府平野西南෦の཮ݹも࠷。෿は、防府市Ҭでは確認されていないݹ෿࣌୅　前期のݹ
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ୈ̏図ɹҨ੻ͷҐஔͱपลͷҨ੻

ቦ地Ҭにஙかれたࠇ山１号෿である。෿ٰ形ଶはԁ෿で、埋葬主ମは組߹ͤ式ശ式石׹とਪ定される。

出土遺物として、࿡ਆ࿡ೕۄ؅・ۄޯ、ڸ、鉄᭲等があり、̑世紀代のट長෿と考えられている。

後期の̒世紀Ҏ߱、佐೾川Լ流Ҭを中心に多くのݹ෿がஙかれる。͜ のࠒには、܂山ౝϊ尾ݹ෿（44）

やఱਆ山ݹ෿（21）等のट長෿、ย山ݹ෿（25）やं௩ݹ෿（41）、大日ݹ෿（31）等の前方後ԁ

෿もஙかれるが、多くは、岩ിݹ෿（11）܈や௩原ݹ෿（24）܈、大内ݹ෿（54・51）܈等といͬ

た防府平野प縁の山࿢斜面にஙかれる܈集෿である。

佐೾川Լ流؛ࠨ地Ҭの܂山ౝϊ尾ݹ෿では、ڸ、鉄ໃ、ߕႀ、ऄ行ঢ়鉄器、ۚ銅੡০ཤ、അ۩等が

副葬されていた͜とが、ށߐ時代の記録に࢒されており、̒ 世紀中葉にൺ定される。ఱਆ山ݹ෿では、

副葬඼として、୯๟؀頭及びૉ؀頭の大౛೺頭০と大౛のҰ෦、鉄᭲とމ࿣ۚ۩、ߕの小ࡳ、Ӣच・

௰ۚ۩・Ҍۚ۩等のഅ۩が఻えられており、̒世紀後൒にൺ定される。

Ұ方、佐೾川Լ流ӈ؛地Ҭのย山ݹ෿は、શ長約 41 ｍの前方後ԁ෿であり、ۜ ੡ڸ൘・ҍ葉・௰ۚ۩・

Ҍۚ۩等のഅ۩ྨ、ࣖ؀が出土し、̒世紀後൒にൺ定される。大日ݹ෿は、̓世紀中ࠒにൺ定される

前方後ԁ෿であるが、埋葬主ମとしてಸྑ県岩԰山ݹ෿にྨࣅしたԣ݀式石ࣨをもͪ、石ࣨ内にはฌ
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地方の߽଒との関Θりをもつඃ葬者が૝定さـをೲめる͜とから、近׹県ཽ山石੡のႡൈ式Ո形石ݿ

れる。そのඃ葬者૚について、౎ౖࠃ造あるいはप防ຌ௚ࠃ造Լの沙ኄ（αό）県主に૬౰し、後に

प防地Ҭにおいて、੓࣏的中心を઎めるようになる֊૚とするݟղもある。

府（18）がઃ置される。1961（ত࿨ࠃɹ୅　防府平野には、प防ݹ 36）年౓から発۷調査がܧ続

されており、ࠃிとਪ定されるங地で囲·れたҰ画（19）、ࠃிਪ定地から南に延びるग੃࿏（ங地、

と܈とਪ定される建物ؗ࢘ࠃிਪ定地の北方でࠃ、地۠）、ग੃࿏に௚ަするಓ࿏（അ԰田地۠）ށ࠺

それに付属するఉԂ跡（૲Ԃ地۠）、௡と関࿈する可能性があるࢪઃ（ધ所・඿ٶ北方地۠）、ࠃ府工

๪とਪ定される遺構（फ常、ށ࠺地۠）等が確認されている。

741（ఱ平 13）年のࠃ෼寺建立のৃをܖ機として、શ֤ࠃ地でࠃ෼寺が建立され、प防ࠃでもࠃ

府の北西にप防ࠃ෼寺（20）が造Ӧされる。発۷調査によͬて、南門と中門のҐ置がਪ定された΄か、

東ౝ跡の礎石が確認され、寺Ҭの南北東ݶを確定した。さらに、現ۚ堂の礎石のԼ૚から、૑建౰初

の礎石۷りࠐみ݀が発ݟされ、現ۚ堂がಸྑ時代の基壇をその··౿ऻしている͜とが൑໌した。

౎とࠃ府とを結Ϳަ通として、現防府市Ҭに૬౰する旧佐೾܊内を山ཅಓが通ͬていたが、h延ت式ʱ

によれ͹、উ間ӺՈ（現防府市উ間）と大前ӺՈ（現防府市ӈ田大前）の２つӺՈが確認で͖る。উ

間ӺՈは、ࠃிਪ定地の南南西にある小ࣈ名であるʮഅ԰田ʯにൺ定される可能性があり、山ཅಓは

ிの前方を通るϧーτであͬたと考えられる。͜れ·での発۷調査では、山ཅಓやӺՈ等に関するࠃ

遺跡・遺構は発ݟされていない。

Ұ方、ւ上ަ通は、佐೾川河口付近が、੉ށ内ߤ࿏のྑ޷な௡として、ݹདྷ஌られており、佐೾Ӝ

やউ間Ӝの名が史ྉにもみられる。そのうͪউ間Ӝは、प防ࠃ府付属のւ௡であり、ઌड़のউ間ӺՈ

とともに、ւ཮の公的ަ通ࢪઃとして大͖な໾ׂを果たしたとਪ測される。

生࢈遺跡として、防府市Ҭ東෦の牟礼地Ҭにおいて、ෑ山༼跡܈（̑）や຤田༼跡（58）܈等、

府やपࠃധ瓦༼跡（57）では、प防ߐ、を確認した΄か܈代にか͚ての須恵器༼跡ݹ෿時代からݹ

防ࠃ෼寺の建物ิमを目的として、平安時代の 10 ～ 11 世紀にૢۀした瓦༼܈をݕ出した。防府市

Ҭ西෦のۚ山山࿢にある੾ാ南遺跡では、平安時代後期（11 世紀）の銅ਫ਼࿉工๪と考えられる建物

やਫ਼࿉炉等をݕ出した΄か、鞴羽口やᆁᆗ、銅੡඼、銅մ、銅滓等が出土しており、ۚ山がʰ続日本

紀ʱに記ࡌのあるʮୡཧ山ʯに౰たる可能性もࢦఠされている。

தɹੈ　院੓期Ҏ߱、प防ࠃ府のあͬた方ീ町のྖҬはʮࠃᦰ土ډീ町ʯとশされ、方֨の৚ཬ地ׂ

りがࢪ行された可能性がある。そして、ח૔時代にप防ࠃが東大寺の஌行ࠃとなͬてҎ߱、ʮ府中ʯ

は東大寺にঠѲされ、দ崎ఱຬٶの門前町であるٶ市、ࠃ府௡とみられるউ間௡、ߓ町のࡾ田৲等、

。たͬࢸ府はղମされるにࠃ府のप縁に౎市的機能が෼෍し、次第にࠃ

·た、院੓期のप防ࠃでは、ʮ院の近ਉʯが࢘ࠃやその目代となͬたため、ྗݖ࢘ࠃがڧく、ࠃ内

に多くのࠃᦰྖが෼෍するのに対して、荘Ԃ名はあ·り஌られていない。その中で、प防ࠃの在ி׭

人として、ࠃᦰྖをࣗݾの所ྖとしながら੎ྗを৳͹したのが、旧佐೾܊内を本؏とする多ʑྑࢯで

あり、後にそのҰ೿が大内ࢯとなるとされる。しかし、防府市内では、多ʑྑࢯ·たは大内ࢯと関Θ

るؗډ跡等は確認されていない。

Ұ方で、中世の村མであるԼӈ田遺跡の発۷調査では、大͖な成果がಘられた。すなΘͪ、平安時
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代からࣨ町時代にࢸる۷立ப建物約 250 棟、建物܈をऔり巻くߔ、石組みの井ށ、ุ、土ߞ、޵地

とみられるۭؓ地をݕ出した΄か、土師器、ಃ器、瓦࣭土器、木器、石ӓ、鉄੡඼等の生活༻۩が多

く出土した。遺構܈や出土遺物のݕ౼から、͜の集མが、৚ཬ地ׂにԊͬて、ࢄ村形ଶからૄঢ়なմ

村へ、そして集村形ଶへというมભをࣔす͜とが໌らかとなͬた。

中世の山口を特௃づ͚る土器として瓦࣭土器があるが、その生࢈地として防府市Ҭ西෦のᒂ厳寺山

西南࿢にҐ置する岩෵遺跡と原遺跡がある。前者ではח૔時代後期からࣨ町時代中期、後者ではࣨ町

時代後൒の瓦࣭土器༼跡を確認している。県内に޿く流通する଍ುも生࢈されており、߹物ചりの長

であるܑ෦৬を୲うܑ෦ࢯがൢച特ݖをもつ঎඼として、その঎ݍをհしてී及したとされる。

ۙɹੈ　1557（３࣏߂）年に大内ٛӬが௥౼され、ໟརࢯによる防長ࢧ配が࢝·るが、1600（ܚ長

̑）年の関ϲ原のઓいをܖ機として、ໟརࢯのྖࠃは防長ೋࠃにݮ෧されるとともに、ഡにڌ点をҠ

す。防府市のある旧佐೾܊は、防府࠻൑とಙ地࠻൑に෼かれてࢧ配されていたが、ਖ਼ಙ期には、ࡾ田

。শが΄΅定ணするݺ൑の࠻৲

防府市Ҭでは、中世Ҏདྷ、঎ۀを中心に発లして͖たٶ市が、Ҿ͖続͖発లする。ݹ代からࠃ府の

長ܚ）田৲も、1611ࡾ͹れたݺ府඿ʯ等とࠃ府௡ʯ、ʮࠃがあり、中世にはʮߓ 16）年、Լদからޚ

ધ૔がҠઃされ、さらに発లする。ࡾ田৲とഡ৓Լを結Ϳഡԟؐಓが੔උされるに伴い、ࡾ田৲には

ൡ主が॓ധするなͲ、ഡൡの公ؗであͬたޚ஡԰がஙかれた΄か、ഡԟؐԊいの॓৔町であるٶ市に

は本ਞが置かれ、それͧれ೐Θいをみͤた。

防府平野では、近世Ҏ前からԘۀが੝Μであͬたが、近世になると、ࡾ田৲࿡Χ所඿とݺ͹れる޿

大なೖ඿Ԙ田地ଳが成立し、೻भ੺ึに次͙、ࠃ内第ೋの規模のԘ田となͬていた。༼ۀでは、瓦࣭

土器Ҏདྷの༼ۀの地である、市Ҭ西෦の佐野村で佐野焼の生࢈が行Θれた。佐野焼は、火ൈ౬ළ・୩

瓦・ਫᆵ・火֖等の器種について、Ԙ඿で大͖なध要があͬた。ށߐ時代後期には、佐野焼の෼༼と

して、市Ҭ東෦の牟礼村で຤田焼（ງӽ焼）が生࢈されるようになり、ߐധ඿等にఏڙされた。

Ҏ上のように、阿弥陀寺のある防府市Ҭは、ݹ代にप防ࠃ府がઃ置されてҎདྷ、཮ւަ通の要িで

あり、それとともにॾۀ࢈が発లをみͤて͖た。͜うした背ܠが、ݹ代຤～中世において、現在の地

に東大寺別院である阿弥陀寺が建立され、その後もྺ代の༗ྗ者が壇ӽとなͬて、ॏ要ࢹされて͖た

ཧ༝のҰつといえよう。

̏ɹ阿弥陀寺ͷྺ࢙ͱաڈͷௐࠪʢୈ̐ਤɺୈ̍ɾ̎දʣ
ʢ̍ʣ阿弥陀寺ͷྺ࢙

東大寺別院・प防阿弥陀寺は、ढ़৐๪ॏݯにより建立された、現在は՚厳फとਅݴफを݉Ͷる寺院

である。そのྺ史は、1180（஌ঝ̐）年に、東大寺が平ࢯによる焼͖౼ͪにૺい、大仏఼をؚΉ主

要伽藍が焼ࣦした͜とに୺を発する。東大寺大קਐ৬に೚໋されたढ़৐๪ॏݯは、東大寺造Ӧྉࠃで

あるप防ࠃにԼ޲するとともに、࠶建༻木ࡐを調ୡし、ຽऺへのקਐ活ಈを行うڌ点であるʮ別所ʯ

として、1187（文࣏３）年にप防阿弥陀寺の建立を։࢝した。そして、1197（建̔ٱ）年·でには、

ড়土堂・鉄ๅౝ・経蔵・৊࿖・ޢ法ਆ社・৯堂・ཋࣨが、1200（ਖ਼࣏２）年·でには、ༀ師堂・ࣷ

ར఼が完成した。͜の時の記録から、ড়土堂とༀ師堂はともに̓間̐面の建物で、鉄ౝおよび仏ࣷར

－ 9－



年 主な出来事（下線は堂塔等の建物、ゴシック体は僧坊に関する記載） 出典等
1180（治承４） 　東大寺焼失
1181（養和元） 　俊乗坊重源、東大寺大勧進職となる
1186（文治２） 　周防国が東大寺造営料国となり、重源が周防に下向する 　重源上人誓願之記
1187（文治３） 　阿弥陀寺を創建する 　重源上人誓願之記

1197（建久８） 　阿弥陀寺鉄宝塔が鋳造される。鉄塔銘から、浄土堂・多宝十三輪鉄塔・経蔵・鐘楼・
護法神社・食堂・浴室の存在が確認できる 　鉄塔銘

1200（正治２）

　俊乗坊重源、阿弥陀寺の四方境界を定める 　阿弥陀寺四至
　新たに、七間四面の薬師堂と、方丈の舎利殿の記載あり。「浄土堂壱宇七間四面　薬

師堂壱宇同　舎利殿壱宇方丈　安置高五尺鉄塔一基　其中奉納仏舎利五粒」「鐘一口
　高　三尺」「湯屋一宇　五間四面」

　（周防国府）在庁官人等庁宣
　棟札銘

1206（建永元） 　重源入寂
1281（弘安４） 　「因茲本堂安置無量寿仏・・・此外鉄塔鐘楼塔婆舎利殿並甍連櫓・・・」 　大政官牒

1449（宝徳元）
　阿弥陀寺諸坊に、国庁御館経番料田として矢田令ほかの地が返付される。

ๅथ๥ɾେ֮๥ɾൠए๥ɾҰ৺๥ɾ੒ब๥ɾᨽ੣๥ɾ҆ཆ๥ɾऐޫ๥ɾ࣮૬๥ɾռߦ
ɹ๥の諸坊の名の初見

　阿弥陀寺諸坊国庁経免返付状

1484（文明 16）

　阿弥陀寺伽藍焼失する
　「去年冬依不慮之儀、堂舎僧坊悉令焼失訖」 　大内政弘下知状（1485）
　「文明十六年甲辰十一月五日巳時出火・・・伽藍界堂塔鐘楼護法社拝殿御影堂舎利殿

薬師堂ૐ๥੒ब๥ൠए๥Ұ৺๥ᨽ੣๥ऐޫ๥ๅथ๥େ֮๥҆ཆ๥࣮૬๥ռߦ๥ॴئӃ
ɹී҇ࡁ其外三時計都滅訖」

　御影堂棟札銘（1485）

1485（文明 17）
　大内政弘、阿弥陀寺再興に尽力するよう下知する 　大内政弘下知状

御影堂を再興する 　御影堂棟札銘
1494（明応３） 　「ൠए๥御同宿御中」 　盛継書状

1507（永正４） 　「仍本堂湯屋并諸堂坊舎已下、于今無建立之通・・・」
　「依ռߦ๥寛深張行」「阿弥陀寺େ֮๥寛海」 　問田弘胤奉書

1511（永正７） 　「阿弥陀寺之ൠए๥領事、前住退転之以後未盡之由候・・・」（寛海僧都御坊宛て）
　※寛海は、大覚坊または浄林坊 　大内家奉行衆奉書　

1514（永正 10） 　阿弥陀寺の免田散在方検見勘文が作成される。
　「年行事੒ब๥源育（花押）」「年行事҆ཆ๥勢恩（花押）」 　阿弥陀寺免散在方検見勘文

1531（享禄４） 　「ռߦ๥領坂本并免田ノ事」「ൠए๥寛海　在判」 　戒行坊領坂本并免田坪付

1532（享禄５） 　寛海、阿弥陀寺般若坊職を弟子宮内卿専海に譲与する。
　「防府阿弥陀寺ൠए๥々職事」 　阿弥陀寺般若坊職譲状

1533（天文２） 　般若坊専海と成就坊周清が、坂本内の溝と清水の利用につき取り決めをする。
　「（ൠए๥職）専海判」「੒ब๥参」 　般若坊専海書状　

1545（天文 14） 　目代宗芸、般若坊と実相坊との確執を厳しく戒める。
　「殊今度ൠए๥与࣮૬๥物忩之次第、・・・」 　周防国目代宗芸下知状

1548（天文 17） 　「就阿弥陀寺領之内ී҇ࡁ相拘名田職之儀」「従前々有子細ൠए๥知行之処」 　周防国目代浮芸下知状
1565（永禄８） 仁王門が損壊する 　仁王門棟札（1685）
1589（天正 17） 　「一、三十八石　੒ब๥領」「一、廿六石　ൠए๥領」「一、廿壱石五斗　ᨽ੣๥領」 　阿弥陀寺寺領目録
1599（慶長４） ൠए๥ 　阿弥陀寺般若坊領坪付
1602（慶長７） ੒ब๥ɾൠए๥ɾๅथ๥ɾऐޫ๥ 　阿弥陀寺般若坊給坪付
1662（寛文２） 　鉄宝塔を修理する 　鉄宝塔覆鉢修理銘
1673 ～ 1681

（延宝年間） 浴室を再興する 　護摩堂本堂棟札（1731）　　

1685（貞享２） 仁王門を再興する 　仁王門棟札
1693（元禄６） 念仏堂（旧浄土堂）を修理し、常念仏を再興する 　護摩堂本堂棟札（1731）
1709（宝永６） 開山堂（旧御影堂）を再興する 　開山堂棟札

1719（享保４）
食堂と経蔵を再興する 　護摩堂本堂棟札（1731）

地蔵堂を再興する 　周防佐波郡牟礼村華宮山阿弥
　陀寺略縁起（1756）

1722（享保７） 護法神の祠（鎮守堂）を再興する 　護摩堂本堂棟札（1731）
1731（享保 16） 護摩堂（旧薬師堂）・本堂・厨庫を再興する。 　護摩堂本堂棟札

1755（宝暦５） 　「古来之由緒今以本堂護摩堂庫裡方丈開山堂経蔵常念仏堂食堂護法神社山門浴室等之
諸堂并ニ念仏之諸衆等数多相抱」、「佐波郡牟礼村真言宗　阿弥陀寺（黒印）」 　開山五百五十年忌托鉢願出書

1756（宝暦６） 　「是塔頭େ֮๥ヲ総事務ニ補任セシナリ。今ハ本坊ノミニテ脇坊一宇モナシ」 　周防佐波郡牟礼村華宮山阿弥
　陀寺略縁起（1756）

1828（文政 11） ࣮૬๥ɾ੒ब๥ɾ҆ཆ๥ɾൠए๥ɾᨽ੣๥が大風で倒れる。「右文政十一子ノ年大風
　吹倒畳置相成」

　防長風土注進案　第９巻　　
　三田尻宰判　上　

1846（弘化３） 開山堂を再興する 　古社寺取調書（1895）
1862（文久２） 大師堂（御影堂）を再興する 　阿弥陀寺大師堂棟札
1863（文久３） 　「ൠए๥音代」 　仁王門花宮山掲額
1871（明治４） 　国庁寺惣門（高麗門）を移築する 　国庁寺附属寄附物目録　
1902（明治 35） 念仏堂が焼失し、再興する
1958（昭和 33） 　東大寺より六葉鐘が恩施される。鐘楼を再興する
1962（昭和 37） 　旧収蔵庫を竣工する
1993（平成５） 　土石流災害
2009（平成 21） 　新収蔵庫を竣工する

ୈ̍දɹѨ໻ଫؔࣉ࿈ུ߲ࣄ೥ද
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をೲめるࣷར఼は方ৎの建物であͬた͜とがうかがえる。

ૐ๥に関する記ࡌは、1449（ๅಙݩ）年に、ๅथ๥・大֮๥・ൠए๥・Ұ心๥・成ब๥・ᨽ੣๥・

安ཆ๥・ऐޫ๥・࣮૬๥・ռ行๥のॾ๥の名がみられ、それに、1484（文໌ 16）年にみられる所ئ

院とී҇ࡁをՃえた少なくとも 12 ๥がଘ在したと考えられる。阿弥陀寺のॅ࣋৬は、प防࢘ࠃを݉

Ͷるため、寺内に常時在ॅͤͣ、ॾ๥がྠ番で年行事や日常の事຿をऔり࢓੾ͬていた。

1484（文໌ 16）年には、堂Ӊやૐ๥等の伽藍をࣩく焼ࣦする火事が発生したが、ཌ 1485（文໌

17）年には、कޢ大内੓߂によりڵ࠶にਚྗするࢫのԼ஌があり、·ͣޚӨ堂（։山堂）をڵ࠶さ

ͤた。しかし、その後、ॱ調にڵ࠶が行Θれたとはいえͣ、1507（Ӭਖ਼̐）年の時点でも、本堂や

౬԰、ॾ堂や๥ࣷは建立されない··であͬた。その後、1565（Ӭ࿣̔）年に、仁Ԧ門がଛյした

との記録をআ͚͹、伽藍に関する記録はみられͣ、後の記録にরらͤ͹ޚӨ堂も࠶びଛյしたとࢥΘ

れる。

時代にೖり、1600ށߐ 年代຤の延ๅ年間にཋࣨをڵ࠶したのをൽ੾りに、その後 100 年にຬたな

い間に、仁Ԧ門、೦仏堂（ড়土堂）、։山堂（ޚӨ堂）、৯堂、経蔵、地蔵堂、ޢ法ਆ社、ޢຎ堂（ༀ

師堂）、本堂、ਥݿがॱ次ڵ࠶され、現在の伽藍となͬたと考えられる。

Ұ方で、焼ࣦ後のૐ๥については、建物ࣗମのଘ在は確認で͖ないが、๥号のみが記録の中にݟࢄ

される。いͣれも後世に書かれたものながら、ఱਖ਼・ܚ長年間·ではॾ๥があり、ܚ長Ҏ後、本๥（大

֮๥か）を࢒してஅઈしたとする記録（ʮप防佐೾܊牟礼村՚ٶ山阿弥陀寺ུ縁ىʯ）と、1828（文

੓ 11）年に、࣮૬๥・成ब๥・安ཆ๥・ൠए๥・ᨽ੣๥が大෩により౗յしたとする記録（ʮ防長෩

土஫ਐҊʯ）があり、૬ޓにໃ६している。前者の記録の書かれた 1756（ๅ暦̒）年には、本๥し

かଘ在しないとされる͜と、1863（文３ٱ）年にʮൠए๥ʯの๥号がみられる͜とから、前者の記

録に৴ጪ性があると考える。ただし、本๥がʮ大֮๥ʯをࢦすのかʮൠए๥ʯなのかはは͖ͬりしない。

なお、阿弥陀寺のफ೿は、東大寺ʮ別所ʯというҐ置からみて、૑建౰初は՚厳फであͬたと૝定

で͖る。現在の阿弥陀寺はਅݴफ（ࣨޚ೿）を݉फするが、その初ݟは、1755（ๅ暦̑）年のʮ佐

೾܊牟礼村ਅݴफ阿弥陀寺（ࠇ印）ʯの記録で（ʮ։山ޒඦेޒ年س୑ുئ出書ʯ）、ށߐ時代後期·で

にはਅݴफ寺院を݉Ͷる形へとม化したものと考えられる。

ʢ̎ʣࡏݱͷ阿弥陀寺Հཟͱաڈͷௐࠪ

現在の阿弥陀寺の伽藍は、৊࿖・೦仏堂（旧ড়土堂）・経堂のある東のҰ画、։山堂・収蔵ݿのあ

る中央のҰ画、本堂・ݿ裏・ޢຎ堂（旧ༀ師堂）のある西のҰ画の３つの۠画に෼͚られ、ࢀಓのೖ

口には仁Ԧ門と౬԰がある。平成̑（1993）年の土石流֐ࡂにより、本堂と収蔵ݿとの間を土石流

が؏流し、その後の෮旧੔උで流れにፘられた෦෼をਫ࿏として࢒す工法をとͬたため、本堂・ޢຎ

堂等と։山堂・೦仏堂等は、ਫ࿏をڬΜで東西にִてられる͜ととなͬた。堂Ӊは、いͣれも山࿢の

尾根ےに建立されており、土石流の流࿏が地形本དྷの୩ےをたͲͬたため、建物への௚ܸをආ͚る͜

とがで͖たと考えられる。

૑建時の阿弥陀寺において、もͬともॏ要な堂Ӊは、行ۀのためのড়土堂（現೦仏堂）と、Թཋ・

อཆのためのཋࣨ（౬԰）であͬた。そのため、仁Ԧ門及び౬԰から、೦仏堂や৊࿖のあるҰ画にࢸ

－ 11 －



本

堂

地
蔵
堂

舎
利
殿

鉄
宝
塔

経

蔵

鐘

楼

食

堂

仁
王
門

僧　坊

宝
樹
坊

般
若
坊

成
就
坊

安
養
坊

実
相
坊

大
覚
坊

一
心
坊

證
誠
坊

寂
光
坊

戒
行
坊

所
願
院

普
済
庵

建久８
1197 ● ● ● ● ● ● ●

正治２
1200 ● ● ● ● △ △ ●

弘安４
1281 ● △ △ ● ● ● △

宝徳元
1449 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

文明 16
1484 △ ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

文明 17
1485 ●

明応３
1494 ○

永正４
1507 × × × × × × × × × × × × ×

○ × × × ×
○ × ×

永正７
1511 ○

永正 10
1514 ○ ○

享禄４
1531 ○ ○

享禄５
1532 ○

天文２
1533 ○ ○

天文 14
1545 ○ ○

天文 17
1548 ○ ○

永禄８
1565 ●

天正 17
1589 ○ ○ ○

慶長４
1599 ○

慶長７
1602 ○ ○ ○ ○

寛文２
1662 ●

延宝年間
1673 ～ 81 ●

貞享２
1685 ●

元禄６
1693 ●

宝永６
1709 ●

享保４
1719 ● ● ●

享保７
1722 ●

享保 16
1731 ● ● ●

宝暦５
1755 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

宝暦６
1756 ●

文政３
1820 ●

文政 11 ※
1828 ● ● ● ● ● ●

弘化３
1846 ●

文久３
1863 ○

　　　　　　
　　　　　　●：建物の存在が推定できるもの　　△：建物が存在する可能性があるもの　　
　　　　　　×：記録の時点で、建物は存在しないと考えられるもの
　　　　　　○：「・・坊」の記録が、僧坊の建物を指すのか、坊号のみを指すのか、判断できないもの
　　　　　　※ 1828（文政 11）年の僧坊に関する記録は、信憑性に欠けると考える。
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）

ୈ̎දɹѨ໻ଫࣉಊౝɾૐ๥౳มભද

－ 12 －



ୈ̐図ɹࡏݱͷѨ໻ଫࣉՀཟͱࠓճٴͼաڈͷௐࠪ஍

るࢀಓをؚΉ東側の尾根ےが、౰初の阿弥陀寺の主要伽藍であり、後に現在の本堂のある尾根ےへと

伽藍をҠしていͬたと考えられる。೦仏堂とそ͜にࢸるࢀಓより東側にも、今回の調査地をؚめて、

ෳ਺の平坦地や石垣の跡がଘ在しており、͜れらがૐ๥等のࢪઃの跡に૬౰する可能性がある。

　阿弥陀寺では、防府市ڭҭҕһ会を調査主ମとして、աڈに３次の発۷調査が࣮ࢪされている。

1983（ত࿨ 58）年౓の第１次調査は、ʮ牟礼北࿝人ܜいのՈʯ建ઃに伴い、仁Ԧ門東方の؇斜面

に୓かれた約 200㎡の平坦地を対象として࣮ࢪされた。調査の結果、方形壇ঢ়石囲遺構̑基をはじめ、

۷立ப建物１棟、۷立பญ等をݕ出した΄か、土師器ഋ・ࡼ、瓦࣭土器の଍ು・Ꭼു・ᖿᖻや߳炉・
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෩炉・火ു、中࢈ࠃಃ࣓器、ே઱Ԧேಃ࣓、උ前ܥ大ᙈ、平瓦・ؙ瓦・أৼ瓦等が出土した。遺構面

を焼土や炭化物が෴い、焼͚たน土と考えられる土մが出土した͜となͲから、中世後൒期に火ࡂで

焼ࣦしたࢪઃと考えられている。

2000（平成 12）年౓の第２次調査は、ࢦࠃ定ॏ要ຽଏ文化財ʮ阿弥陀寺の౬԰ʯのղମमཧに伴

い、੾石෩࿊԰形の૑建時期及び建ସえを確認する目的で࣮ࢪされた。その結果、੾石෩࿊԰形と現

ଘする෴԰（2000 年時点）にઌ行する෴԰が、ともに延ๅ年間（1673 ～ 1681 年）にڵ࠶された

ものである͜と、ઌ行෴԰から現ଘ෴԰への建ସえが 1841（ఱอ 12）年から 1880（໌࣏ 13）年

·での間に行Θれた͜とが໌らかとなͬた。そして、ઌ行෴԰から現ଘ෴԰への建ସえの間に、ৠؾ

ཋからऔり౬形式へとೖཋ༷式がม化した可能性もࢦఠされている。

2005（平成 17）年౓の第３次調査は、1993（平成̑）年の土石流֐ࡂによる旧収蔵ݿのྼ化をड͚、

収蔵ݿを৽ஙするのに伴い、։山堂（旧ޚӨ堂）の約 30 ｍ南にある平坦地及びその南石垣を対象と

して࣮ࢪされた。調査の結果、南石垣と石垣造成に伴う੔地土や、南石垣の南側にڱい平坦面及び石

積みがݕ出された΄か、੔地土からࢅ瓦がීวに出土しており、։山堂ਖ਼面の南側平坦地が近世後൒

期Ҏ߱に造成・֦ுされた͜とが໌らかとなͬた。

今回の調査地は、೦仏堂や৊࿖のあるҰ画をؚΉ尾根ےから、小୩をڬΜでさらに東側の尾根ےに

Ґ置しており、防府市ڭҭҕһ会による第１次調査地とಉじ尾根ےのさらに高所に౰たる。͜の͜と

から、阿弥陀寺૑建౰初の主要伽藍のҰ෦や、ૐ๥跡等のࢪઃがଘ在する可能性がある。

ओཁߟࢀจݙ

防府市ڭҭҕһ会 1979ʰ阿ከ陀寺文書ʱ防府史ྉ第 28 集

防府市ڭҭҕһ会 2012ʰप防阿弥陀寺発۷調査報告書ʱ

防府市史編ࢊҕһ会編 1994ʰ防府市史ʱࢿྉᶗ、ࣗવ・ຽଏ・地名、防府市

防府市史編ࢊҕһ会編 2004ʰ防府市史ʱࢿྉᶘ、考ࢿݹྉ・文化財編、防府市

防府市史編ࢊҕһ会編 2004ʰ防府市史ʱ通史ᶗ、原࢝・ݹ代・中世、防府市

山口県文書ؗ編 1983ʰ防長寺社༝དྷʱ第３巻

山口県文書ؗ編 1964ʰ防長෩土஫ਐҊʱ第̕巻・ࡾ田৲࠻൑　上、山口県立山口ਤ書ؗ
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ᶙɹௐࠪͷ੒Ռ

̍ɹ֓ɹཁʢୈ̑ɾ6 ਤɺୈ̏දʣ
今回の調査地は、大平山（標高 631 ｍ）の西側斜面にあり、৵৯୩によͬて྆側を࡟られた標高

121 ～ 135 ｍの尾根上にҐ置する。　

　調査の結果、斜面を造成して平坦にした੔地面と、斜面Լ方から੔地面にࢸる石段１、石段１の྆

側に石垣を確認した。石段１を上ͬた੔地面のೖ口には、門（礎石）があり、੔地面のԞには、基壇

をもつ礎石建物 1 棟を確認した。さらに、建物Ԟの斜面には、上方に޲かう石段２を確認した。

調査にあたͬては、調査地を大͖く３つに۠෼して࣮ࢪした。すなΘͪ、造成された੔地面を中

段とし、੔地面にࢸる石段１のԼ側の؇斜面地をԼ段、੔地面Ԟのٸ斜面より上側の؇斜面地を上段

とした。さらに中段では、基壇Ҏ北を中段北、基壇より南側を中段南とݺͿ͜ととした。調査地のう

ͪ、遺構を確認で͖たのは、Լ段の石段෦෼をআ͚͹、΄΅中段にݶられる。

中段では、੔地面の東西ൣ囲を確認するため、τϨンν１～３をઃ定した΄か、造成方法や石垣

の構ங方法等を確認するため、τϨンν̐～̒をઃ定し、土૚̙でஅ面を࡯؍した。さらに、基壇及

び礎石の構ங方法等を確認するため、基壇上にτϨンν̓をઃ定し、土૚̚～̟でஅ面を確認した。

なお、調査段֊と報告書࡞成段֊で、ศٓ的に遺構名及びτϨンν名をมߋしたものがあるので、

第３දに遺構名・τϨンν名等の৽旧対রදをࡌܝしておく。

̎ɹجຊ૚ংͱதஈ଄੒౔
ʢ̍ʣجຊ૚ংʢୈ̓ਤɺਤ൛̏ʣ

調査地の土૚は、上段南東น（土૚̖）と中段北・南東น（土૚̗）及び中段北東۱（土૚̘）に

おいて、ද૚から遺構ݕ出面及び基൫૚にࢸる堆積ঢ়گを࡯؍した。Ճえて、中段のτϨンν１～３

でも、土૚堆積ঢ়گを確認で͖た。

　上段南東นの土૚࡯؍から、ද土Լには、Ֆቋ岩の෩化によるԫ׊৭ܥ砂࣭土からなる土石流（２

૚）がްく堆積し、ද面は斜面を形成していた。２૚は෼૚で͖ない͜とから、１回の土石流により

৽ 旧 ৽ 旧
石段１ 石段、Լ～中段間石段 τϨンν̓ τϨンν 12
石段２ 中～上段間石段 土૚̖ 上段南東น土૚
方形石組 4901 土૚̗ 中段北ç南東น土૚
火葬遺構 4902 土૚̘ 中段北ç北東۱土૚
礎石̔・̕（ਾ付ঢ়گ） τϨンν１ 土૚̙ τϨンν 15（南東น土૚）
礎石̕・10（ਾ付ঢ়گ） τϨンν 20 土૚̚ ϕϧτ３、τϨンν 11（北東น土૚）
礎石̒（ਾ付ঢ়گ） τϨンν 19 土૚̛ τϨンν３（南東น土૚）
τϨンν１ τϨンν̕ 土૚̜ ϕϧτ１
τϨンν２ τϨンν 10 土૚̝ ϕϧτ̐
τϨンν３ τϨンν 14 土૚̞ ϕϧτ̑、τϨンν 13（南西น土૚）
τϨンν̐ τϨンν 17 土૚̟ τϨンν 18（南東น土૚）
τϨンν̑ τϨンν 16 ຣফ ஑ঢ়遺構、τϨンν̐～̔、ϕϧτ２
τϨンν̒ τϨンν 20

ୈ̏දɹҨ໊ߏɾτϨϯν໊౳৽چରরද
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堆積したものとਪ定する。基൫૚はいΘΏるՖቋ岩όΠϥン土（̐૚）であり、２૚と̐૚との間の

３૚は、྆૚のࠞᔿ૚である。３૚及び̐૚のද面は؇やかな܏斜から南西෦෼で܏ٸ斜にมΘる͜

とから、尾根のઌ୺に૬౰すると考える。

中段北・南東น及び北東۱の土૚࡯؍から、遺構面（基壇）の上૚に、ԫ׊৭～ԫᒵ৭ܥのՖቋ

岩෩化土からなる土石流堆積土が̒૚堆積する͜とから、遺構形成後、少なくとも̒回にΘたる土石

流の堆積があͬた͜とが確認で͖る。͜のうͪ、１૚（̒回目）は、平成 21 年の土石流による堆積

土であり、̐૚（３回目）中からは、ށߐ時代後期にൺ定される土師器（佐野焼）のᙈยが出土した

͜とから、そのࠒの堆積土とਪ定する。近世຤Ҏ߱、̐回Ҏ上の土石流堆積がみられる͜とから、本

調査地では、およそ 40 年に１౓のϖーεで土石流堆積がͬ͜ىたと考える。̓૚は、ૈ砂の多い৕

ୈ̔図ɹτϨϯν̍ɾ̎平面図ɾ౔૚அ面図
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࣭砂土で、大小の᛽が多くࠞじる。北東۱の土૚࡯؍から、調査地東側にある୩෦からの؇やかな地

形的܏斜を伴うࣗવ堆積とみられる。͜の̓૚は、基壇造成土とಉ࣭である。

Ҏ上のように、調査地の土૚堆積ঢ়گから、基本૚ংは次のように੔ཧで͖る。

　ᶗ૚ɿද土、ᶘ૚ɿ土石流堆積土、ᶙ૚ɿփԫ׊৭৕࣭砂土（᛽ࠞじり）、ᶚ૚ɿ基൫૚（Ֆቋ岩

όΠϥン土）

ʢ̎ʣதஈ଄੒౔ʢୈ̔ʙ 14 ਤɺਤ൛̏ɾ̐ʣ

ฏୱ໘ͷൣғ　平坦面（੔地面）及び中段造成土のൣ囲を確認するため、中段の北西側でτϨンν１・

２、南東側でτϨンν３をઃ定した。

τϨンν１にお͚る造成土のঢ়گをみると、τϨンν南東۱から約 0�8 ｍ北西側のҐ置·で、標高

128�75 ｍ付近の平坦面が続いており、そ͜からτϨンν北西۱側（୩側）に޲かͬて約 20°の܏斜

面となる。͜の平坦面が造成土上面（੔地面）であり、܏斜ม׵線をもͬて寺Ҭの北西୺と考える。

τϨンν２では、造成土の上૚に土石流堆積土である̐・̑૚と旧ද土（３૚）があり、その上

ୈ̕図ɹτϨϯν̏平面図ɾ౔૚அ面図
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τϨϯν̏ɹೆ੢น
౔૚ຌྫ
̍　褐色（10YR�/�）砂৕土　ද土（෗২土）
̎　黄褐色（10YR5/6）砂質土　10ܘᶲେͷՖቋٴؠͼยؠ᛽Λগؚ͠Ήɻ土石流ଯੵ土（ฏ成21೥）
̏　褐色（10YR�/�）砂質土　چද土（෗২土）
̐　ΦϦʔϒ褐色（2�5Y�/6）砂質土　土石流ଯੵ土
̑　黄褐色（10YR5/6）砂質土　土石流ଯੵ土
̒　明黄褐色（10YR6/6）೪砂質土
̓　黄褐色（10YR5/8）砂質土　͠·Γऑɺ̑ܘᶱେͷՖቋཻ͕ؠଟࠞ͘ ͡Δɻ土石流ଯੵ土
̔　ΦϦʔϒ褐色（2�5Y�/6）砂質土　̑ܘʙ10ᶲେͷยؠɺՖቋؠ᛽͕ࠞ͡Δɻ中段造成土
̕　黄褐色（10YR5/6）砂質土　10ܘʙ�0ᶲେͷยؠ᛽͕ࠞ͡Δɻ中段造成土
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τϨϯν̐ɹೆ੢น
౔૚ຌྫ
̍　黄褐色（10YR5/6）砂質土　̑ܘᶲେͷ᛽
　　　͕গ͠ɺ̎ܘʙ̏ᶱҎԼͷ᛽͕ଟࠞ͘ ͡
　　　Δɻ中段造成土
̎　褐色（10YR�/�）砂質土　͠·Γ΍΍ڧ
᛽͕গ͠ɺؠɾยؠ10ʙ20ᶲͷՖቋܘ　　　
ᶲҎԼͷ᛽͕ଟࠞ̑͘ܘ　　　 ͡Δɻ中段造成
　　　土
̏　明黄褐色（10YR6/6）砂質土　̎ܘʙ̏ᶱ
　　　ҎԼͷ᛽͕ଟࠞ͘ ͡Δɻ中段造成土
̐　黄褐色（10YR5/6）砂質土　͠·Γ΍΍ڧ　
ᶲҎԼͷ᛽͕ଟࠞ̑͘ܘ　　　 ͡Δɻ中段造
　　　成土　
̑　明黄褐色（10YR6/6）砂質土　̎ܘʙ̏ᶱ
　　　ҎԼͷ᛽͕ଟࠞ͘ ͡Δɻ中段造成土

128.30m

τϨϯν̐平面図ɾೆ ੢น౔૚அ面図

0 1m （1/40）

に平成 21 年の土石流堆積土（２૚）が堆積し、τϨンνの北西۱付近（୩側）では３～̑૚をԡし

流している。造成土上面は、標高 129�70 ～ 129�75 ｍ付近の平坦面（੔地面）となるが、τϨンν

北西۱より約 0�6 ｍ南東側のҐ置に܏斜ม׵線があり、そ͜から北西側に޲かͬて、地形的に܏ٸ斜

となる͜とから、͜のҐ置が寺Ҭの北西୺と考える。੔地面は、τϨンν２よりτϨンν１の方が、

標高が１ｍఔ౓௿い͜とから、基壇Ԟ側から基壇ਖ਼面側に޲かͬて、約̑°の܏斜で؇やかにԼる͜

とがΘかる。

τϨンν３では、̔・̕૚が造成土であり、その上૚に土石流堆積土である̐～̓૚と旧ද土（３

૚）があり、さらに平成 21 年の土石流堆積土（２૚）が堆積する。̐૚は̑～̓૚を南東側（୩側）

でԡし流して堆積する。２૚は、̐૚を南東側（୩側）でԡし流して堆積した可能性があり、ްさが

大で約１ｍにもなる。造成土上面（̔૚上面）は、標高が࠷ 128�4 ～ 128�7 ｍの΄΅平坦面（੔地面）

となり、τϨンν南東۱から約 1�0 ｍのҐ置で段མͪがみられ、その南東側は୩堆積となる。͜の段

のҐ置が寺Ҭの南東୺と考える。そして、੔地面の標高は、τϨンν１で確認した੔地面の標高と΄

とΜͲಉじである。

଄੒౔ͷங଄ঢ়گ　中段造成土のங造ঢ়گを確認するため、中段西۱付近にτϨンν̐、石段１の東

側と西側の石垣に΄΅௚ަする形で、それͧれτϨンν̑とτϨンν̒をઃ定した。τϨンν̒のす

͙西側には、石垣をஅׂͪる土૚̙をઃ定し、土૚அ面の࡯؍を行ͬた。

ୈ 10 図ɹτϨϯν̐平面図ɾ౔૚அ面図
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౔૚ຌ （ྫ౔૚̙）
̍　明黄褐色土（10YR6/8）　͠·Γ΍΍ڧ
̎　明褐色土（��5YR5/8）　͠·Γऑ　
̏　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γऑ
̐　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γऑ
̑　明黄褐色土（10YR6/8）　͠·Γऑ
̒　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γڧ
̓　明黄褐色土（10YR6/8）　͠·Γऑ
̔　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γ΍΍ڧ
̕　黄褐色土（10YR�/8）　͠·Γ΍΍ڧ
10　明黄褐色土（10YR6/8）　͠·Γڧ
11　ᒵ色土（��5YR6/8）　͠·Γऑ
12　明黄褐色土（10YR6/8）　͠·Γ΍΍ڧ
1�　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γऑ
1�　ᒵ色ऑ೪質土（��5YR6/8）
15　明黄褐色土（10YR6/8）　͠·Γऑ ˞Ұ෦ͷ石͸ݟ௨͠

஍ද面چ
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தஈ଄੒౔ٴͼੴ （֞౔૚̙）

0 1m （1/50）

ୈ 11 図ɹதஈ଄੒౔౔૚ٴͼੴ֞அ面図

ୈ 12 図ɹτϨϯν̒平面図ɾ౔૚அ面図

1
3

3

4

2

4

τϨϯν̒ɹ๺੢น
౔૚ຌྫ
̍　ද土（෗২土）
̎　明黄褐色土（10YR6/8）　ૈཻ　͠·Γڧ
̏　黄褐色土（10YR5/8）　ૈཻ　͠·Γऑ　
̐　黄褐色土（10YR5/6）
̑　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γ΍΍ڧ

5

128.00m

τϨϯν̒平面図ɾ๺੢น౔૚அ面図

0 1m （1/40）
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　τϨンν̐では、௚ܘが１ｍを௒える大石をؚΉ大小の石が積·れており、とくにτϨンνの北西

側൒෼で高く積·れていた。その上に１～̑૚·での造成土を੝るが、̐・̑૚はτϨンν南東۱付

近で、石積みの上ҐϨϕϧ付近·で埋められており、その上から２૚を੝ͬて石積みのද面を෴ͬて

いた。࠷上૚の１૚上面が遺構面及び੔地面で、ද面を੔地し、平坦面をつくͬていた。͜れらの造

成土は、いͣれも土石流堆積土を༝དྷとするԫ׊৭ܥ砂࣭土を主ମとし、２・̐૚でし·りがややڧ

い。֤ ૚はްさが 20 ～ 30DN のਫ平的な堆積で、２૚には、௚ܘが 10 ～ 20DN ఔ౓の石が多くࠞじͬ

ている。͜の石積みは、中段造成に伴う造成土の土ཹめであͬたと考える。

　中段造成土及び石垣のஅ面（土૚̙）から、Ֆቋ岩όΠϥン土の基൫૚の上に形成された旧地ද

面の上に、֤૚のްさが 10 ～ 40ᶲఔ౓の造成土をਫ平的に積み上͛、中段の平坦面（੔地面）を

つくる͜とを確認した。旧地ද面から中段平坦面·での高さは 1�5 ～ 1�6 ｍఔ౓である。いͣれも土

石流堆積土を༝དྷとするԫ׊৭ܥ·たはᒵ৭ܥの砂࣭土であるが、14 ૚は೪࣭土である。13 ૚には石
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4 5
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τϨϯν̑ɹ๺੢น
౔૚ຌྫ
̍　明黄褐色土（10YR6/8）　ૈཻ　͠·Γڧ
̎　黄褐色土（10YR5/8）　ૈཻ　͠·Γऑ　
̏　黄褐色土（10YR5/6）
̐　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γ΍΍ڧ
̑　黄褐色土（10YR5/6）

̒　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γڧ
̓　黄褐色土（10YR5/6）　͠·Γऑ
̔　明黄褐色土（10YR6/8）　ૈཻ
̕　黄褐色土（10YR5/8）　͠·Γऑ

128.40m

τϨϯν̑平面図ɾ๺੢น౔૚அ面図

0 1m （1/40）

ୈ 13 図ɹτϨϯν̑平面図ɾ౔૚அ面図
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がີにࠞじる͜とから裏積みの基ఈ෦෼とみられる΄か、14 ૚中から石垣の構ஙが࢝·る͜とから、

14 ૚の上面が旧地ද面であͬたと考えられる。なお、͜の旧地ද面は、基൫૚の上に土石流堆積土

がࣗવ堆積し形成されたとਪ定する。·た、12 ૚及び 13 ૚から̑૚·でをਫ平的に造成した後、

̑～ 10 ૚の南୺をյして̐૚が堆積し、その上に３૚を造成した後、その南୺をյして２૚が堆積

する。͜れは石垣の構ஙと関Θると考える。１૚上面は、石垣付近での標高が 127�5 ｍ付近である

͜とから、中段平坦面は基壇の南側付近から̐～̑°の͖܏で؇やかに܏斜する͜とがΘかる。

　τϨンν̑では、南西۱から約 1�2 ｍのൣ囲で石垣の裏積みを確認で͖た。裏積みは、௚ܘ 20 ～

30ᶲఔ౓を主ମとする石を、標高約 127�8 ｍの高さ·で積み上͛ていた。中段の造成は、͜の裏積

み及び石垣を土ཹめとして行Θれている。造成土はいͣれも土石流堆積土༝དྷのԫ׊৭ܥ砂࣭土で、

２૚に௚ܘ 20DN ҎԼの石が多くࠞじる。̓～̕૚·では、ਫ平的に積み上͛るが、その上の̒૚は、

τϨンν北東側でްく੝られ、し·りがڧい͜とから、̒૚を造成した後、裏積みとの間の３～̑૚

をਫ平的に埋めてॆరしたと考える。その上の２૚及び１૚は੔地土で、裏積み上面を෴ͬていた。

　τϨンν̒では、石垣の裏積み上面の標高は約 127�4 ｍであり、石垣࠷Լ段及び旧ද土の標高は

約 126�1 ｍである。２～̑૚は、それͧれτϨンν̑の１～̐૚と対Ԡする造成土である。

　Ҏ上、土૚を࡯؍した結果、中段造成ঢ়گについて模式化したのが第 14 ਤである。
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̏ɹҨɹߏ

（̍）ੴஈ̍（ୈ 15ɾ16 図ɺ図൛̑ʙ̕）

Լ段から中段੔地面へのঢ߱ࢪઃとしてஙかれる。શ෦で̕段が確認で͖るが、現ଘする࠷Լ段の

石よりԼ方の石や、石段上方東側の石はҰ෦流ࣦしたとਪ定する。౿石の大͖さは、࠷小で౿面の෯

が 0�4 ｍ、Ԟ行͖が 0�3 ｍ、ްさが 0�2 ｍఔ౓、࠷大で౿面の෯が 2�5 ｍ、Ԟ行͖が 1�3 ｍ、ްさが

0�4 ｍఔ౓であり、ෆۉ等な大͖さのՖቋ岩及びట࣭ย岩の未Ճ工ࣗવ石を֤段਺ͣݸつฒ΂てஙか

れるཚ石積の石段である。現ଘ࠷Լ段から࠷上段·での࢒ଘ平面長は約 8�0 ｍ、࠷大෯が約 4�7 ｍを

測り、石段の࢝·る旧地ද面から࠷上段の石の上面·でのൺ高ࠩは約 2�6 ｍである。֤段のऽ上͛は

10 ～ 20ᶲఔ౓であり、石の大͖さに対してऽ上͛は௿い。࠷上段をআく΄とΜͲの石の౿面はਫ平

ではなく、１～２°ఔ౓Լ方に܏斜し、࠷上段から࠷Լ段にか͚てのޯ配は 15°となる。主࣠方޲は、

̣－ 48°－̚であり、基壇の主࣠方޲とҰகする。

石段の構ஙは、旧地ද面上に௚઀౿石を置くか、௚ܘが਺ेᶲఔ౓の石をฒ΂て、高さを調અし、

その上に౿石を置く。̑段目Ҏ上の側面は、֯石１～２ݸをࣖ石ঢ়に༻いて、֎側がਫ平面となるよ

うにした上で、その間に௚ܘが਺ेᶲఔ౓の石をฒ΂る。石垣とは組み߹ͬてはいないが、石垣に対

して΄΅௚֯となるようにऔり付͚られており、石段の西側では石垣ˠ石段のॱで、東側では石段ˠ

石垣のॱでஙかれる͜とから、྆者がҰ࿈のۀ࡞で構ஙされたと考える。

ʢ̎ʣੴ֞ʢୈ 17ɾ1� ਤɺਤ൛̑ʙ̓ɾ10 ʙ 14ʣ

　中段南西側をݶる遺構であり、中央東دりに石段１がऔり付く。尾根ےが東دりとなるࣗવの尾根

をԣஅするかたͪで構ஙされるため、中段平坦面に対Ԡして、石垣の高さは、西が高く東が௿い構造

となる。基本的に、นମ上෦は่མしており、࢒ଘ෦෼も土ѹにより上Ґがͤり出すঢ়گがみられる。

遺ଘঢ়گのよい෦෼で൑அすれ͹、本དྷはਨ௚に近いน面であͬたとみられる。石垣の規模は、石段

の東側で確認で͖る長さが 6�2 ｍ、高さが࠷大 1�3 ｍで、石段の西側での長さが 14�0 ｍ、高さが࠷

大 2�0 ｍとなる。石段をؚめた૯延長は現ঢ়で 24�9 ｍとなり、西側۱֯෦は約３ｍの高さに෮ݩで

͖る。東側۱֯෦は流ࣦする。石垣の西୺は่མし、その構ஙঢ়گはෆ໌であるが、本དྷ石垣の西側

෦෼は、北東側へ 10 ｍఔ౓࿈続していたと考えられる。࢖༻石ࡐは、ట࣭ย岩及びՖቋ岩の未Ճ工

ࣗવ石であり、量的には前者が多਺を઎める。石ࡐの大͖さには౷Ұ性はなく、෯が 1�6 ｍ、高さが

0�5ｍのものから人頭大のもの·でがࠞ在する。ඞͣしも大ܕの石を࠷Լ段にਾえておらͣ、นମに

ॎの目通しがݟࢄするなͲ、石積みのٕज़は未発ୡな段֊にあると൑அされる。

土૚̙のஅ面࡯؍により、構ஙにઌ立つ地ۀを行なΘͣ、旧地ද面に௚に石を積み上͛ている͜と、

ഉਫ機能をもつ܀石は༻いない͜と、裏ࠐめには人頭大ఔ౓の֯᛽をೖれる͜と、Ұ෦に᢮ࣂ石の࢖

༻が認められる͜となͲが൑໌した。

（̏）໳（ୈ 1� 図ɺ図൛ 15ɾ16）

　石段１の࠷上段の౿石ྻより、約 50 ～ 60ᶲ北東側に平行して石 2 がฒび（前ྻ）、さらに北東ݸ
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ୈ 16 図ɹੴஈ̍立面（ଆ面）図ɾஅ面図
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側にも平行して石２ݸがฒͿ͜とから（後ྻ）、ܻ行１間、ྊ行１間の門の礎石と考えられる。ப間

ੇ法は、ܻ行が 2�70 ｍ、ྊ行が 1�52 ｍを測る。主࣠方޲は̣－ 48°－̚で、基壇の主࣠方޲とҰ

கする。

礎石の規模（࠷大長ʷ࠷大෯）は、前ྻ北西側から南東側のॱに 76 ʷ 68ᶲ、112 ʷ 54ᶲ、後ྻ

北西側から南東側のॱに 86 ʷ 52ᶲ、84 ʷ 65ᶲを測り、いͣれも平面がܻ方޲に長い長方形とな

る。礎石上面のϨϕϧは、いͣれも 128�15 ｍఔ౓であり΄΅Ұ定の高さとなるが、前ྻの礎石の方

－ 27 －
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が中段੔地面からの࿐出が

多い。

礎石の配置から、門の形

式は、前ྻを਌ப、後ྻを

பとするༀҩ門であͬた߇
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ɹஃ（ୈج（̐） 20 ʙ 25 図ɺ図൛ 17 ʙ 22）

基壇は、平面ϓϥンが北西－南東方޲に長い長方形をఄする。基壇のൣ囲は、ਖ਼面に石積み、背

面と北西側に１ྻの石ྻをஙいてप囲と۠画する。南東側にも石ྻ１ྻがଘ在したとਪ定するが、΄

とΜͲが流ࣦする。ਖ਼面の石積みの࠷Լ段は、長方形の֯石を主ମとする地෴石を長࣠方޲にҰྻに

ฒ΂る。基壇のਖ਼面と北西、南東側の３面は、後ड़する礎石建物の礎石ઃ置面（基壇上面）とपล地

形との間に高௿ࠩをઃ͚るが、北西、南東側は背面に޲かうにつれ高௿ࠩが小さくなる。基壇上面と

中段੔地面（基壇Լ面）との高௿ࠩは、基壇ਖ਼面側で࠷大約 80DN である。基壇の規模は、基壇上面

で長࣠が 14�9 ｍ、୹࣠が 10�5 ｍで、基壇Լ面で長࣠が 16�7 ｍ、୹࣠が 13�0 ｍを測り、主࣠（୹࣠）

方޲は、̣－ 48°－ E である。

基壇の構ங方法を確認するため、τϨンν̓の΄か、土૚̚～̟において、土૚を࡯؍した。

τϨンν̓では、基壇上面中央付近から基壇ਖ਼面及び中段੔地面にか͚ての造成ঢ়گを確認した。

̑૚を確認したうͪ、１～̐૚は基壇造成土であり、̑૚は調査地東側୩෦からの୩堆積༝དྷの基൫

ୈ 22 図ɹجஃΛ΋ͭૅੴݐ෺ૅੴஅ面図
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ୈ 23 図ɹجஃٴͼͦͷपลτϨϯνઃఆ図
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૚である。͜の୩堆積は本དྷのࣗવ堆積とみるが、෦෼的には、堆積૚を人ҝ的にҠಈさͤて͖た可

能性もある。基൫૚（̑૚）は、基壇ਖ਼面側に޲かͬて؇やかに܏斜しており、その上に造成を行う

͜とで基壇上面の平坦面をつくる͜とから、造成土のްさは、基壇背面側で 20ᶲఔ౓、ਖ਼面側で 40

～ 50ᶲఔ౓とਖ਼面側がްくなる。造成土である̐૚は、̑ܘᶲ大の᛽がࠞじるԫ׊৭ܥ砂࣭土である。

２૚では、ܘ 30ᶲҎ上の᛽を積み上͛て土ཹめとした上に、基壇ਖ਼面の石積みをつくる。基壇上面は、

̐૚の௿い෦෼に１૚をิͬて平坦に੔える。

土૚̚では、基壇北西側石ྻ付近から中段੔地面にか͚ての造成ঢ়گを確認した。̔૚を確認した

うͪ、１・２૚は基壇造成土、３～̑૚は中段造成土、̒～̔૚は୩堆積༝དྷの基൫૚である。基൫

૚の上に、׊৭·たはԫ׊৭ܥの砂࣭土を੝ͬて、中段を造成した上で、さらに基壇を造成する。土

૚ E の３૚に૬౰する૚は、τϨンν̓では確認で͖ない͜とから、中段の造成は基壇中央より北

西൒෼を中心に行Θれたとਪ定する。͜れは、୩堆積༝དྷの基൫૚が、調査地東側から基壇ਖ਼面側及

び北西側にか͚て܏斜するためと考えられる。

土૚̛では、基壇上面の南東دりにお͚る造成ঢ়گを確認した。୩堆積༝དྷの基൫૚の上に、᛽

ࠞじりのԫ׊৭砂࣭土（１૚）を 30ᶲఔ౓੝ͬて、基壇を造成する。

土૚̞・̝では、いͣれも基壇南東ล付近の造成ঢ়گを確認した。土૚̞では、୩堆積༝དྷの基

൫૚（̐૚ҎԼ）の上に、基壇造成土（３૚）を約 20ᶲ੝ͬて、造成する͜とを確認した。基൫૚は、

基壇の東側から؇やかに܏斜する。基壇造成土と基൫૚の段ࠩを埋めて土石流（１・２૚）が堆積す

る。土૚̝でも、基壇造成土（１૚）と基൫૚（３૚）との段ࠩを埋めて土石流（２૚）が堆積する。

土૚̜では、基壇南西۱から中段੔地面にか͚ての造成ঢ়گを確認した。１૚が土石流堆積土、２

－ 33 －
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ୈ 25 図ɹجஃٴͼͦͷपล౔૚அ面図（̎）

～３૚が中段及び基壇造成土である。基壇南西۱付近では、基壇北西ลの石ྻの内֎で、ಉ༷な堆積

ঢ়گが認められる͜とから、中段から基壇の造成がҰ࿈のۀ࡞で行Θれたと考える。

土૚̟では、基壇北西۱付近にお͚る中段造成土の造成ঢ়گを確認した。基൫૚から約 20ᶲ造成

して、中段の੔地面をつくる。

ʢ̑ʣૅੴݐ෺ʢୈ 20 ʙ 22ɾ2� ʙ 2� ਤɺୈ̐දɺਤ൛ 17ɾ23 ʙ 2�ɺʣ

౰初、࢒ଘする 21 ಋࢦतのڭ常人؛౎大ֶの山ژ、の礎石から̓間ʷ̐間の建物を૝定したがݸ

によりܻ行̓間、ྊ行̑間の建物として঺հする（ᶛ૯ׅ１をࢀর）。

建物の棟方޲は、北西－南東（̣－ 42°－̬）であり、東西及び南北を志޲しない。ப間ੇ法は、

ܻ行で西から 1�8 ｍ（̒ई）、1�9 ｍ（̒ई）、2�2 ｍ（̓ई）、2�7 ｍ（8�5 ई）、2�2 ｍ（̓ई）、1�8 ｍ（̒

ई）、1�8 ｍ（̒ई）、ྊ行で北から 1�9 ｍ（̒ई）、2�1 ｍ（̓ई）、2�2 ｍ（̓ई）、2�3 ｍ（7�5 ई）、1�8

ｍ（̒ई）とਪ定する。建物規模は、ܻ行が 14�3 ｍ（46�5 ई）、ྊ行が 10�3 ｍ（33�5 ई）、面積が

約 150㎡である。なお、１ईは 31ᶲとਪ定する。

૝定される 48 の礎石のうͪݸ 21 ଘするが、ࣦܽ෦෼において礎石ൈ͖औり痕及び࢒の礎石がݸ

根石は確認で͖ない。礎石はप囲ないしԼ෦に᛽を配してਾえ付͚た後、基壇造成土でप囲を埋めて

おり、基壇上面から 15 ～ 20ᶲの標高ࠩをもͬて࿐出する。͜のਾ付方法により、֤礎石とも۷方

を伴Θない。いͣれの礎石もப痕跡やபਾ付͚に関ΘるՃ工痕は確認で͖ͣ、ඃ೤痕跡も認められな
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ୈ 26 図ɹૅੴ഑ஔ図

ୈ̐දɹૅੴҰཡද

い。礎石上面中央෦にお͚る標高の平ۉ஋は 130�06 ｍであり、21 中ݸ 15 ஋の上Լۉの礎石が平ݸ

２ᶲのൣ囲に収·る。なお、標高の࠷大ࠩは 6�4ᶲである。

ҎԼ、࢒ଘする礎石にݸ別の番号を付してݺび෼͚る（第 26 ਤ。礎石１～礎石 21）。

礎石には未Ճ工のట࣭ย岩及びՖቋ岩のࣗવ石がࠞ༻され、前者が 14 ・礎石１～̒・̔・10）ݸ

11・13・15 ～ 17・20）、後者が̓ݸ（礎石̓・̕・12・14・18・19・21）であり、྆石ࡐとも、

遺跡の立地する山ମや付近のܢ୩から࢈出する。ްい൘ঢ়の石ࡐとして࢈するట࣭ย岩は、上面のਫ

平確อはൺֱ的༰қであるが、Ֆቋ岩は通常ෆ੔形の石ࡐであるため、その石ࡐの࠷大となる平坦面

を礎石上面としてઃ置し、Լ෦の٧め石で調੔する͜とで上面のਫ平化をਤͬている。

·た、ܻ 行の中央間に౰たる礎石３と礎石̐の間には、࠷大長が 20 ～ 30ᶲఔ౓の֯᛽がபےにԊͬ

番号
法量（㎝） 中央部

標高
（ｍ）

石材 備考 番号
法量（㎝） 中央部

標高
（ｍ）

石材 備考長軸
（長辺）

短軸
（短辺） 最大厚 長軸

（長辺）
短軸

（短辺） 最大厚

1 78 56 － 130.06 泥質片岩 12 77 55 － 130.08 花崗岩
2 56 50 推定 35 130.06 泥質片岩 13 103 64 － 130.05 泥質片岩
3 50 48 － 130.04 泥質片岩 14 78 77 － 130.06 花崗岩
4 50 47 － 130.05 泥質片岩 15 62 45 － 130.09 泥質片岩
5 73 47 － 130.11 泥質片岩 16 75 53 － 130.05 泥質片岩
6 65 62 33 130.05 泥質片岩 17 64 60 － 130.05 泥質片岩
7 105 100 推定 50 130.04 花崗岩 18 62 54 － 130.04 花崗岩 割れる
8 175 133 65 130.05 泥質片岩 19 84 62 － 130.01 花崗岩
9 72 67 55 130.06 花崗岩 20 55 53 － 130.06 泥質片岩

10 105 90 推定 40 130.07 泥質片岩 21 73 63 － 130.08 花崗岩
11 55 51 － 130.11 泥質片岩

－ 36 －



ୈ 27 図ɹૅੴٴͼͦͷपล平面図ɾ౔૚அ面図（̍）
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ୈ 28 図ɹૅੴٴͼͦͷपล平面図ɾ౔૚அ面図（̎）
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てฒ΂られてあり、後ށがଘ在したとਪ定する。

主な礎石については、第 27・28 ਤにそのਾえ付͚ঢ়گをࣔした。

ૅੴ̔ʢୈ 27 ਤɺਤ൛ 25ʣ　࠷大の礎石であり、上෦平坦面は約 1�5㎡に及Ϳ。࠷大長が約 1�75 ｍ、

大෯が約࠷ 1�33 ｍ、ްさが約 0�65 ｍのట࣭ย岩のࣗવ石であり、ਪ定ॏ量は約３̓である。٧め

石をͤͣ、基壇に埋めࠐΉ͜とによりਾえ付͚られる。礎石の東及び南に઀して޿がる֯᛽は礎石の

ਾえ付͚ではなく、基壇の地ۀに関Θるものと考える。なお、礎石中央付近にみられるߔঢ়のԜ෦は

人ҝ的なものではない。࠷大の礎石であるため、Լ෦にଞの遺構や埋ೲ物を૝定したが、調査の結果

いͣれもଘ在しない͜とを確認した。

ૅੴ ʢ̓ୈ2�ਤɺਤ൛24ʣ　礎石̔に次͙大͖さの礎石であり、上෦平坦面は約 0�7㎡である。࠷大長、

大෯ともに約࠷ 1�00 ｍ、࠷大ްが 0�45 ｍのՖቋ岩のࣗવ石をར༻する。ްみがෆۉҰであるため、

北側ではԼ෦に٧め石を行い、礎石上面のਫ平化をਤる。

ૅੴ̕ʢୈ 2� ਤɺਤ൛ 2�ʣ　ఈลのҰลが 70ᶲ前後の֯ਲ਼ঢ়のՖቋ岩ࣗવ石を、ઑͬた෦෼をԼに

してਾえ付͚る。௜みࠐみ等を防͙ため、Լ෦のप囲に֯᛽を埋めࠐみ安定化をਤる

ૅੴ̒ʢୈ 2� ਤɺਤ൛ 24ʣɹ࠷大長が 76ᶲ、࠷大෯が 64ᶲ、࠷大ްが 34ᶲのట࣭ย岩のࣗવ石で

ある。礎石Լ෦には٧め石をͤͣ、௚઀基壇に埋めࠐΜでਾえ付͚ている。礎石の北東側に઀して֯

᛽が約１㎡のൣ囲で޿がるが、基壇の北西側ลと対Ԡしており、建物北西側பےからの基壇の出と関

Θる地ۀと考える。

ʢ̒ʣੴஈ̎ʢୈ 2� ਤɺਤ൛ 27ʣ

基壇をもつ礎石建物の背面側、建物ܻ行の中央間で、後ށがଘ在したとਪ定される෦෼に対Ԡし

てஙかれており、中段から上段方޲へのঢ߱ࢪઃと考えられる。̑段が確認で͖るが、࠷上段より上

方は࢒ଘͤͣ、Ֆቋ岩όΠϥン土の基൫が࿐出する͜とから、石段が่མしたのではなく、ݩʑஙか

れていなかͬた可能性が高い。

౿石は、࠷大෯が 30 ～ 110ᶲのෆۉ等な大͖さのՖቋ岩及びట࣭ย岩の未Ճ工ࣗવ石を֤段਺ݸ

ͣつฒ΂てஙかれるཚ石積の石段であり、࠷Լ段中央の౿石では、౿面の෯が 85ᶲ、Ԟ行͖が 60ᶲ、

ްさが 30ᶲఔ౓である。３段目及び࠷上段の౿石は、΄とΜͲが่མしている。࠷Լ段から࠷上段

·での࢒ଘ平面長は約 2�3 ｍ、࠷大෯が約 3�0 ｍを測り、基壇上面から࠷上段の石の上面·でのൺ高

ࠩは約 1�4 ｍである。֤段のऽ上͛は 15ᶲఔ౓である。࠷上段から࠷Լ段にか͚てのޯ配は 28°と

なり、石段１よりもޯ配がٸである。

ʢ̓ʣՐ૴Ҩߏʢୈ 30ɾ31 ਤɺਤ൛ 2� ʙ 30ʣ

基壇中央南西دりのҐ置に、東西約 2�5 ｍ、南北約 2�2 ｍのൣ囲で޿がる᛽ෑ͖の約 10ᶲԼ૚で

ࣅや配石法、構ஙϨϕϧが近ࡐ༺ঢ়の遺構である。͜の᛽ෑ͖は、基壇前面の᛽ෑ͖と޵出した土ݕ

しており、૬઀するかたͪで基壇造成土上面に޿がる。土޵は、᛽ෑ͖中心からやや北東にภした

Ґ置にあり、平面形は長ପԁ形で、規模は長࣠が 131ᶲ、୹࣠が 67ᶲ、ਂさがਂ࠷෦で 28ᶲを測

る。主࣠方޲は̣－ 34°－̚で、礎石建物の主࣠方޲と斜ަする。ݕ出面での標高は 129�7 ｍである。
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ୈ 2� 図ɹੴஈ̎平面図ɾ立面図ɾஅ面図
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礎石建物のচԼのҐ置に౰たる。

土޵ఈ面及びน面にはࣗવ石がਾえられており、北東側にմঢ়の石を配する΄かは、長さが 15 ～

30ᶲ、ްさが̑～ 25ᶲのፏ平な石が༻いられる。ఈ面およびน面の石は内面側がඃ೤により੺มし

ており、Ұ෦の石では੺มが上面にも及Ϳ。࢖༻された石ࡐには、Ֆቋ岩とట࣭ย岩があり、いͣれ

も近ลで࠾औ可能なものである。

土޵埋土はશൠに木炭をؚΜでおり、土師器小ย、鉄釘 14 本、ࠎย、焼土մ、炭化ࡐが出土した。

鉄釘は、土޵の南西側で 10 本、北東側で２本が出土し、ࠎยは、南西側に集中して出土した。木炭

は２૚の北東دりで集中するのに対して、南西۱付近では木炭及び焼土մが少ない。土ݕ޵出面と埋

土中から土師器ยが出土したが、小ยのためਤ化していない。

遺構の性֨は、土޵埋土にࠎย、木炭、鉄釘をؚΉ͜と、土޵น面や石にඃ೤痕がみられる͜と

等からみて、火葬遺構と考える。なお、後ड़するように、࢒されたࠎยはඍ量であり、΄΅શ਎のࠎ

がरࠎされたとਪ定する。
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ୈ 30 図ɹՐ૴Ҩߏ平面図ɾݟ௨͠அ面図（̍）

　北東側の石は火葬後にҠಈされたと考えられ、現ঢ়では土޵主࣠とのͣれが大͖い。·た、͜の石

に઀する土޵北西側น面が่れ、੺มもみられない点から、石のҠಈとともにरࠎが行なΘれたと൑

அする。ಉ༷に、土޵南西側น面が੺มͤͣ、埋土にඃ೤痕のある石がࠞೖしていた͜とから、͜の

෦෼でもरࠎに伴う᎟ཚが૝定される。

էはࣃのഁยで、頭֖ยやࠎである͜とは൑໌したが、多くが長؅ࠎยのؑ定෼ੳの結果、人ࠎ

શく確認で͖ͣ、෦Ґの特定もࠔ೉であͬた。そのため、出土人ࠎのݸମ਺の΄か、性別や年ྸ等に

ついての৘報はಘられなかͬた。人ࠎのද面࡯؍から、ඃ೤Թ౓は 300ˆから 600ˆ前後であͬた

͜とがਪ定されているが、͜れは、野焼͖に近いԹ౓といえる。

　·た、炭化ࡐは࠷大のもので௚ܘが 10ᶲఔ౓であり、それ΄Ͳ大͖なᗐはみられない。炭化３ࡐ
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ୈ 31 図ɹՐ૴Ҩߏ平面図ɾݟ௨͠அ面図（̎）
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点のथ種ಉ定の結果、αΫϥ属が２点とコφϥ属ΞΧΨシѥ属１点の޿葉थであͬた。いͣれも਋炭

のඃ೤Թ౓ࠎした͜とが൑໌した。͜れは、人༺࢖として多くར༻され、近ลでೖखで͖るものをࡐ

が、野焼͖とಉ等の௿いԹ౓をࣔす͜ととも関܎する結果であΖう。

遺構の年代については、出土土器からのൺ定はで͖なかͬたが、炭化２ࡐ点の์ࣹ性炭ૉ年代測

定（".4 法）の結果、ࢼྉ /P� １が２Ў暦年代ൣ囲（95�4ˋ）で 1257-1288DBM"%、ࢼྉ /P� ２が

1263-1294DBM"% であり、いͣれも 13 世紀中ࠒ～຤の暦年代をࣔしていた。͜の͜とから、火葬遺

構は、基壇が造成された 13 世紀後葉～14 世紀初頭の年代にؚ·れる͜とがΘかͬた。

͜の遺構は基壇造成土中にあり、᛽ෑ͖によͬてද面を෴Θれる΄か、礎石建物の内側につくら

れている。͜の͜とから、基壇造成్中に火葬を行ͬた後、᛽で෴いӅして建物をஙいたか、·たは

建物のഇઈ後、火葬を行い、᛽で෴いӅした可能性がある。Ұ方で、建物ࣗମが未完成であͬた可能

性もあり、ෆ要となͬた基壇上で火葬を行ͬた͜とも૝定される。

ʢ̔ʣํܗੴ૊ʢୈ 32ɾ33 ਤɺਤ�൛ 31 ʙ 33ʣ

中段の中央付近、基壇北西۱から約２ｍ南西側にҐ置する石組である。平面形はਖ਼方形をఄし、規

模は北東－南西、北西－南東྆方޲ともに 148ᶲを測る。主࣠方޲は、̣－ 36°－̚で、基壇の主

࣠方޲よりやや北西側にͣれる。

石組は、平面形が΄΅ਖ਼方形の土޵に埋めࠐ·れていた。土޵の規模は、ݕ出面で北東－南西方޲

が 149ᶲ、北西－南東方޲が 154ᶲ、ఈ面でそれͧれ 135ᶲ、137ᶲを測り、ਂさはఈ面ਂ࠷෦で

41ᶲとなる。ఈ面は中央に޲かͬて܏斜しており、中央には平面形がପԁ形の小土޵が۷られていた。

͜の小土޵の規模は、長࣠が 76ᶲ、୹࣠が 61ᶲ、ਂさが 17ᶲを測る。

中央小土޵には、࢛ลが 25ᶲ、高さが 80ᶲఔ౓で、Լ୺側がややઑる࢛֯பঢ়の石をਾえ立て、

方形土޵のఈ面Ϩϕϧ·でԫ׊৭砂࣭土でॆరしていた。方形土޵内は、長さが 20ᶲఔ౓の石を٧

めて࢛֯பঢ়の石をݻ定し、࢛ลには、長さが 40 ～ 50ᶲఔ౓の֯石を、֎側面がଗうように３～

ฒ΂ていた。͜のと͖、࢛ลの石の上面Ϩϕϧがଗうように、ബい石のԼには٧石をෑいて高ݸ̐

さを調અしていた。さらに、࢛ลの石と࢛֯பঢ়の石との間には、̑～ 25ᶲఔ౓の小石を流しࠐみ、

上面શମには、ਫ平になるように、長さが 30ᶲఔ౓のፏ平な石を置いていた。　　

石組に࢖༻された石ࡐは、΄とΜͲがՖቋ岩とย岩のࣗવ石で、石ӳやνϟーτの小᛽を少量ؚ

Μでいた。いͣれも近ลで࠾औ可能なものである。石ࡐによる࢖༻箇所の۠別はないが、石の形が࢖

༻箇所にӨڹすると考える。࢛֯பの石はย岩で、石の上୺とԼ୺は、ยཧに௚ަしてૈくׂれてお

り、ยཧ面が石組の主࣠とଗう͜とから、石組の基礎となると考える。

·た、石組の南西ลの̐ݸの石は、いͣれも上面と֎側面が平坦で、上面及び֎側面の۱が௚֯

となるものをબͿのに対して、ଞの３ลの石はෆଗいである。そして、南西ล中央の石は、࢛ลの石

の中でも࠷大であり、ൺֱ的ྑ࣭で׈らかなՖቋ岩を࢖༻しており、南西ลの石と࢛֯பঢ়の石との

間は、ଞの３ลとൺ΂てܺ間なく石を組Μでいる。͜れらの͜とから、石組の南西ลがਖ਼面であͬた

と考える。

出土遺物は、南西ล中央の石のपล、及び͜の石とଞの石とのܺ間の෗২土中や、土޵埋土中等
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から、土師࣭土器の２ࡼ点Ҏ上が

集中して出土した。

遺構の時期は、中段造成土であ

る中世の土石流༝དྷ土の上から۷

りࠐ·れる͜とと出土遺物から、

近世後期と考える。

　遺構の性֨はෆ໌であるが、෱

岡県ژ౎܊みや͜町蔵࣋山遺跡

のྫから、囲炉裏の基礎に౰た

る可能性がある（みや͜町ڭҕ

2016）。ただ、石組南西側がਖ਼面

となる͜とから、ࢀഈのためのࡇ

壇のようなࢪઃの可能性もある。

ݙจߟࢀ

みや͜町ڭҭҕһ会 2016ʰ蔵࣋山遺

跡܈ᶘʱみや͜町文化財調査報告書第

14 集

̐ɹҨɹ෺ʢୈ 34 ʙ 37 ਤɺୈ̑ʙ 11 දɺਤ൛ 34 ʙ 41ʣ

今回の発۷調査において出土した遺物は、須恵器・土師器・瓦࣭土器・ಃ器・鉄釘・銅銭・瓦・鞴羽口・

鉄滓ଞであり、ݹ෿時代後期からށߐ時代後期にか͚ての年代෯をもつ。土器ྨの中心となるのは土

師器ഋ・ࡼであり、中世のಃ࣓器ྨはશく出土していない。·た、中世寺院に通༗の仏۩ྨ・஡ಓ۩・

火ു・ݛ等もશくみられない。

１～ 12 は基壇とそのपลから出土した土器である。基本的に土師器ഋの小ยで、ҙਤ的な埋ೲ඼

をؚ·ͣ、完形に近く෮ݩで͖るݸମもない。

１～̓は基壇上面及び造成土中から出土した。ਤ化可能なݸମはいͣれもఈ෦ยであり、ఈܘ 5�2

ᶲ前後のものと 6�3ᶲ前後のものがある。̔～ 12 は基壇を෴う土石流堆積૚の࠷Լ૚からの出土඼

である。基本的に基壇上面出土のҰ܈との大͖なࠩҟはない。

　13 ～ 15 は、方形石組から出土した土師器ࡼであり、いͣれも小ยである。ށߐ時代後൒期の遺

物と考えられる。

　16 ～ 25 は、土石流堆積土中から出土した平安時代Ҏ前の土器である。須恵器の୹ᰍᆵ֖・ഋ֖・

ഋ਎・ࡼ、土師器のࡼ・椀がある。須恵器୹ᰍᆵ֖（16）は、今回の調査で出土したݹ࠷の遺物であり、

෿時代後期にさかの΅る。土師器椀（24・25）は、平安時代後期の遺物である。͜のうͪ、24ݹ は

ఈ෦内面に҉文をもͪ、ॏͶ焼͖の痕跡が認められる。

26 ～ 57 は、土石流堆積土中から出土したח૔時代の土器である。土師器ࡼ・ഋであり、基本的

ੴ૊আޙڈ

0 50Dm （1/20）

ୈ 33 図ɹํܗੴ૊平面図（ੴ૊আޙڈ）
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に基壇とそのपลから出土したҰ܈との大͖なࠩҟはない。͜れらのうͪ、26 ～ 34 は上段、35 ～

56 は中段、57 はԼ段から出土したものである。

58 ～ 62 は、土石流堆積土中から出土したࣨ町時代Ҏ߱の土器ྨ及び瓦である。58・59 はށߐ時

代後期の瓦࣭土器（佐野焼）の֖及び土ළであり、セοτで࢖༻された可能性がある。土ළ֎面には

される。60ࢪԡしにより஛の文༷がܕ はށߐ時代後期のං前ܥಃ器Ꭼുである。内面は࢖༻により

平׈化する。61 はށߐ時代後期の土師器（佐野焼）大ᙈの口縁෦である。内面は౰て۩痕跡及びϋ

έ目がݦ著である。

62 は平瓦ยである。Ұຕ造りでತ面にはコϏΩ痕跡と཭れ砂が࢒る。Ԝ面はϔϥφσされ、୺෦

側はϔϥέズリされる。प防阿弥陀寺第１次調査のࡍに出土した中世後൒期とされる瓦に近ࣅする（防

府市ڭҕ 2012）。瓦は͜の１点のみが出土した。

　63 ～ 65 は、土石流堆積土中から出土した໶ۚ関࿈遺物である。63・64 は鞴羽口ยであり、63

はઌ୺෦を࢒す。྆者は֎ܘ޸・ܘともҟなる。

65 は鉄滓（椀形滓）であり、付近に஁໶工๪がଘ在した͜とをࣔࠦする。

　66 ～ 87 は鉄釘である。66 ～ 73 は基壇௚上から出土したҰ܈であり、66 と 67、70 と 71 はॏなͬ

て᭕ணする。

　74 ～ 87 は火葬遺構出土のҰ܈である。શମを࢒す２ （ྫ74・86）で長さやଠさがҟなる͜とから、

ෳ਺の規֨の釘をؚΉとみられる。現ঢ়で΄とΜͲۂがりのないもの（74・75・79 ～ 85）、Θͣか

－ 46 －
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ୈ 37 図ɹग़౔Ҩ෺（̐）
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にۂがるもの（76 ～ 78）、௚֯に近くۂがるもの（85・86）がある。

　88 は土石流堆積土中から出土したఱ੟ݩๅ（1023 年初ர）である。

ݙจߟࢀ

防府市ڭҭҕһ会 2012ʰप防阿弥陀寺発۷調査報告書ʱ
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№ 挿図 図版 出土場所 種別 器種

法量（㎝）

胎土 焼成 色調
（内）

（外）
主な調整

（内）

（外）
備　考口径 底径 器高

（復元値）（復元値）（残存値）

1 34 34 中段基壇上面 土師器 杯 - （5.0） （1.4）
やや
粗

不良
橙色 7.5YR7/6

橙色 7.5YR7/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

2 34 34
中段基壇
トレンチ７

土師器 杯 - 5.0 （2.6） 粗
やや
良

橙色 5YR6/6

橙色 5YR6/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

3 34 34
中段基壇上面　
Po.61

土師器 杯 - 5.4 2.4
やや
精良

やや
良

橙色 7.5YR7/6

橙色 7.5YR7/6

回転ナデ　　　

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

4 34 34
中段基壇上面　
Po.62

土師器 杯 - 4.8 （1.4） 精良
やや
良

橙色 5YR7/6

橙色 5YR7/6

回転ナデ　

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

5 34 34
中段基壇上面　
Po.55

土師器 杯 - 6.3 （1.6）
やや
精良

やや
良

にぶい黄橙色 
10YR7/4　

にぶい黄橙色 
10YR7/4

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

6 34 34
中段基壇　
灰褐色砂礫土

土師器 杯 - 6.6 （2.2）
やや
粗

不良
橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ　

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転か？

7 34 34 中段基壇上面 土師器 杯 - （5.4） （2.2）
やや
粗

やや
良

黄褐色 
7.5YR7/8

黄褐色 
7.5YR7/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

8 34 34
中段基壇北側
土石流堆積土

土師器 杯 （10.5） 5.1 3.4
やや
精良

良
橙色 5YR6/6

橙色 5YR6/6
回転ナデ
回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

9 34 34
中段基壇南東隅　
土石流堆積土

土師器 杯 （11.5） - （3.0）
やや
粗

やや
良

橙色 5YR7/6

橙色 5YR7/6

回転ナデ

回転ナデ
ロクロ左回転か？

10 34 34
中段基壇南東隅　
土石流堆積土

土師器 杯 （12.4） （5.4） （4.0）
やや
粗

やや
良

橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

11 34 34
中段基壇
北東石列の外側
褐灰色土　Po.50

土師器 杯 - （5.5） （2.3）
やや
精良

やや
良

橙色 7.5YR7/6

橙色 7.5YR7/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転か？

12 34 34
中段基壇
北東隅の外側

土師器 杯 - （5.6） （1.5） 粗 不良

黄褐色 
7.5YR7/8

黄褐色 
7.5YR7/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

13 34 34
中段方形石組
南西隅

土師器 皿 （8.4） （5.7） 1.3 精良 良

にぶい橙色 
7.5YR7/4

にぶい橙色 
7.5YR7/4

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

14 34 34
中段方形石組
南西隅
中央石の東側

土師器 皿 （7.8） （5.0） 1.6 精良
やや
良

橙色 7.5YR7/6

橙色 7.5YR7/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

15 34 34
中段方形石組
南西隅
石組の間

土師器 皿 （7.9） - （1.0） 精良 良

にぶい橙色 
7.5YR7/4

にぶい橙色 
7.5YR7/4

回転ナデ

回転ナデ
ロクロ右回転

16 35 35 中段西側排土置場 須恵器 杯蓋 （11.0） - 2.5 精良 良
灰色 7.5Y6/1

灰色 7.5Y6/1

ヨコナデ後ナデ、    
ヨコナデ

ヘラ切り後ナデ、    
ヨコナデ

内外面に指頭圧痕

右回転

17 35 35
中段南
土石流堆積土

須恵器 杯蓋 - - （1.9）
やや
粗

不良
灰白色 2.5Y8/1

灰白色 2.5Y8/1

ヨコナデ後ナデ

ヘラ切り後ヨコナデ、
ヨコナデ

右回転

18 35 35
中段南
土石流堆積土

須恵器 杯蓋 （13.8） - （2.5）
やや
粗

やや
良

灰色 10Y6/1

灰色 10Y6/1

ヨコナデ

回転ヘラケズリ後ナ
デ、ヨコナデ

右回転

ୈ̑දɹ౔ثɾಃ࣓࡯؍ثද（̍）
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№ 挿図 図版 出土場所 種別 器種

法量（㎝）

胎土 焼成 色調
（内）

（外）
主な調整

（内）

（外）
備　考口径 底径 器高

（復元値）（復元値）（残存値）

19 35 35
中段基壇上
土石流堆積土
最下層

須恵器 杯身 - （11.0） （3.0）
やや
精良

良
灰白色 5Y7/1

灰白色 5Y7/1

ヨコナデ後ナデ、ヨ
コナデ

ヨコナデ

底部ヘラ切り

貼付高台

右回転

20 35 35
中段基壇上
土石流堆積土

須恵器 杯身 - （9.3） （2.8）
やや
粗

良
青灰色 5BG5/1

青灰色 10BG5/1

ヨコナデ後ナデ、ヨ
コナデ

ヘラ切り後ヨコナデ、
ヨコナデ

左回転

21 35 35
排土置場

（中段基壇上土石
流堆積土中か）

須恵器 皿 - （9.7） （1.5） 粗 良
灰白色 N7/

灰白色 N7/

ヨコナデ

ヨコナデ

底部ヘラ切り

右回転か？

22 35 35
石段１
腐植土中

須恵器 皿 （11.3） （8.3） 1.6
やや
粗

不良
灰白色 5Y8/2

灰白色 5Y8/2

ヨコナデ

ヨコナデ

底部ヘラ切り

器面磨滅する

23 35 35
中段南
土石流堆積土

土師器 杯 - （9.0） （1.5）
やや
粗

不良
淡黄色 2.5Y8/4

淡黄色 2.5Y8/4

ナデ

回転ナデ
底部ヘラ切りか

24 35 35
上段　
表土

土師器 椀 - 6.4 （1.6）
やや
精良

やや
良

淡黄色 2.5Y8/3

浅黄色 2.5Y7/3

ヨコナデ後ミガキ

ヨコナデ後ナデ、ヨ
コナデ

貼付高台

内面に輪状の重ね
焼き痕

25 35 36
中段南　
土石流堆積土

土師器 椀 - （5.5） （2.2） 精良
やや
良

浅黄色 2.5Y7/4

浅黄色 2.5Y7/4

ヨコナデ後ナデ、ヨ
コナデ

ヨコナデ
貼付高台

26 35 36
上段　
土石流堆積土

土師器 皿 （6.8） 4.2 1.0
やや
粗

不良
橙色 5YR7/8

橙色 5YR7/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

27 35 36
上段　
土石流堆積土

土師器 皿 （6.6） （4.6） （0.9）
やや
粗

不良
橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

28 35 36
上段西側　
土石流堆積土

土師器 杯 （11.3） （5.0） 3.6
やや
粗

やや
良

橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

29 35 36
上段　
土石流堆積土

土師器 杯 - （5.3） （2.0）
やや
粗

やや
良

橙色 7.5YR7/6

橙色 7.5YR7/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

30 35 36
上段
土石流堆積土

土師器 杯 （11.0） - （3.7）
やや
精良

良
橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ

31 35 36
上段西側　
土石流堆積土

土師器 杯 （11.8） 5.6 （4.3）
やや
粗

やや
良

橙色 7.5YR7/6

橙色 7.5YR7/6

回転ナデ

回転ナデ

２片を図上復元

底部回転糸切り

ロクロ右回転

32 35 36
上～中段間斜面
土石流堆積土

土師器 杯 - （4.9） （2.4）
やや
精良

良
橙色 5YR6/6

橙色 5YR6/6

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

33 35 36
上段
土石流堆積土

土師器 杯 - （6.0） （1.3）
やや
精良

良
橙色 2.5YR6/8

橙色 2.5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

34 35 36
上段西側　
土石流堆積土

土師器 杯 - （5.6） （2.3） 精良 不良
淡黄色 2.5Y8/3

淡黄色 2.5Y8/3

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

35 35 36
中段南　
土石流堆積土
Po.13

土師器 皿 （5.9） （5.6） 1.0 精良 良

橙色 7.5YR6/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

36 35 36
中段南
トレンチ３

土師器 皿 6.5 4.5 1.2 粗
やや
良

橙色 5YR6/8
～にぶい橙色 
5YR6/4

橙色 5YR6/8
～にぶい橙色 
5YR6/4

回転ナデ

回転ナデ、底部中央
に板目

底部回転糸切り

ロクロ右回転

37 35 36
中段南
土石流堆積土

土師器 皿 （5.9） （5.2） 0.9
やや
粗

やや
良

橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ後、底部ナ

デ

回転ナデ、底部中央
に板目

底部回転糸切り

ロクロ右回転

ୈ̒දɹ౔ثɾಃ࣓࡯؍ثද（̎）
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№ 挿図 図版 出土場所 種別 器種

法量（㎝）

胎土 焼成 色調
（内）

（外）
主な調整

（内）

（外）
備　考口径 底径 器高

（復元値）（復元値）（残存値）

38 35 36
中段南
土石流堆積土

土師器 皿 （6.3） （5.7） 0.9
やや
精良

やや
良

橙色 5YR7/8

橙色 5YR7/8

回転ナデ、ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

39 35 36
中段南
土石流堆積土

土師器 皿 （6.2） （6.1） 0.8
やや
粗

やや
良

にぶい橙色 
5YR6/4

にぶい橙色 
5YR6/4

回転ナデ後、底部ナ
デ

回転ナデ、底部に板
目

底部回転糸切り

ロクロ右回転

40 35 36
中段南　
土石流堆積土

土師器 皿 （6.6） （5.6） 0.9 粗
やや
良

橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

41 35 36 中段南 土師器 皿 （6.7） （6.1） 0.9
やや
粗

やや
良

橙色 5Y6/6

橙色 5Y6/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

内外面に植汁が多
く付着

42 35 36
中段南　
腐食土

土師器 皿 （9.3） （7.0） 1.6 精良 良

にぶい黄橙色 
10YR7/4

にぶい黄橙色 
10YR6/4

回転ナデ

回転ナデ、底部不明

43 35 37
中段基壇西側　
土石流堆積土

土師器 杯 （10.8） （5.5） 4.0
やや
粗

やや
良

橙色 5YR6/6

橙色 5YR6/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

44 35 37
中段基壇西側　
土石流堆積土

土師器 杯 11.3 5.7 3.8
やや
精良

やや
良

橙色 2.5YR6/8

橙色 2.5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

45 35 37
中段基壇西側　
土石流堆積土

土師器 杯 （11.5） （5.0） 3.3
やや
精良

やや
良

橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

46 35 37

中段南
トレンチ５　
暗褐色砂質土

（礫混）

土師器 杯 （12.2） - （3.2）
やや
精良

不良

浅黄橙色 
10YR8/3

浅黄橙色 
10YR8/3

回転ナデ

回転ナデ
ロクロ右回転

47 35 37
石段１
土石流堆積土

土師器 杯 （12.2） - （4.1）
やや
精良

やや
良

浅黄色 2.5Y7/4

浅黄色 2.5Y7/4

回転ナデ

回転ナデ

48 35 37
中段北の東側　
Po.26

土師器 杯 - （4.5） （1.3）
やや
粗

良
橙色 7.5YR7/6

明黄褐色 
10YR7/6

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

49 35 37
石段１
腐食土

土師器 杯 - （5.0） （1.4）
やや
粗

やや
良

橙色 5YR6/6

にぶい黄褐色 
10YR7/4

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

50 35 37
中段基壇　
土石流堆積土

土師器 杯 - （5.0） （1.1）
やや
粗

やや
良

橙色 2.5YR6/8

にぶい黄褐色 
10YR7/4

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

51 35 37 中段南 土師器 杯 - 5.4 （1.6）
やや
粗

やや
良

橙色 5YR6/6

橙色 5YR6/6

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切り

ロクロ右回転

52 35 37
中段基壇前面
石積み上
腐食土 Po.2

土師器 杯 - 5.2 （1.8）
やや
粗

やや
良

橙色 5YR6/8

橙色 5YR6/8

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

53 35 37
中段南
トレンチ３

土師器 杯 - （5.3） （2.0）
やや
精良

やや
良

にぶい黄褐色 
10YR7/4

にぶい黄褐色 
10YR7/4

回転ナデ

回転ナデ、底部に板
目

底部回転糸切り

器面磨滅

54 35 37
石段１
南端付近

土師器 杯 - （6.7） （1.5） 粗 不良

明黄褐色 
10YR7/6

にぶい橙色 
7.5YR7/4

ヘラナデ又はミガキ

回転ナデ後粗いナデ、
糸切り後粗いナデ

底部回転糸切り

ロクロ左回転か？
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№ 挿図 図版 出土場所 種別 器種

法量（㎝）

胎土 焼成 色調
（内）

（外）
主な調整

（内）

（外）
備　考口径 底径 器高

（復元値）（復元値）（残存値）

55 35 37
中～下段間斜面
Po.10

土師器 杯 - （6.0） （3.0） 精良
やや
良

浅黄色 
2.5YR7/4

にぶい黄橙色 
10YR7/4

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

56 35 37
中段南　
腐食土

土師器 杯 - （8.0） （1.4）
やや
精良

やや
良

浅黄色 2.5Y7/4

浅黄色 2.5Y7/4

ナデ、ヨコナデ後、
指オサエ

ヨコナデ後、指オサ
エ

底部外面に板目圧

痕

57 35 37
下段　
表土

土師器 杯 - （5.0) （1.4）
やや
粗

良
橙色 5YR6/6

橙色 5YR6/6

回転ナデ

回転ナデ
底部回転糸切り

58 36 39
中段　
表土

瓦質

土器
蓋 （7.6） - （1.9） 精良 良

灰色 5Y4/1

灰色 5Y4/1

回転ナデ

回転ナデ後ナデ
佐野焼

59 36 39
中段北の中央　
土石流堆積土　
Po.22

瓦質

土器
土瓶 - - （4.3） 精良 良

灰色 N5/

灰色 N6/

回転ナデ

型押（竹文）
佐野焼

60 36 38
中段南　
土石流堆積土

陶器 擂鉢 - - （10.8）
やや
粗

良

極暗赤褐色 
2.5YR2/3

極暗赤褐色 
2.5YR2/3

回転ナデ、櫛目

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

ロクロ左回転

61 36 38
中段北　
調査区南東壁　
土石流堆積土

土師器 甕
47㎝

前後
- （13.8） 粗 不良

灰白色 10YR8/2

灰白色 10YR8/2

タタキ、ハケ、一部
ナデ

粗いナデ
佐野焼

ୈ̔දɹ౔ثɾಃ࣓࡯؍ثද（̐）

№ 挿図 図版 出土場所 種別 器種

法量（㎝）

胎土 焼成 色調
（内）

（外）
主な調整

（内）

（外）
備　考長さ 幅

最大厚
外径

（残存値）（残存値） （復元値）

62 36 39
中段南　

土石流堆積土

瓦

（瓦質）
平瓦 （10.6） （10.1） 2.0 -

やや

粗

やや

良

青灰色 5B5/1

青灰色 5B5/1

凹面：ヘラナデ、
端部付近をヘラ
による面取り

凸面：コビキ後、
離れ砂

63 36 40 中段南 土製品 鞴羽口 （8.9） - 3.2 （9.0） 粗 不良
橙色 5YR6/6

にぶい黄橙色 
10YR6/4

先端が溶解、発泡

する（炉方向）

64 36 40
上段

土石流堆積土
土製品 鞴羽口 （3.5） - 2.8 （8.7） 粗 良

褐灰色 
10YR5/1

にぶい橙色 
7.5YR7/4

外周部が焼き締ま

る

ୈ̕දɹנɾ౔੡඼࡯؍ද

№ 挿図 図版 出土場所 名称

法　量（㎝）
重さ

（g）
備　考長さ

最大幅 最大厚
頭部長

（残存値） （残存値）

65 36 40
中段基壇上　

土石流堆積土

椀形

鍛冶滓
- 10.8 3.3 - 約 390

66 37 41
中段基壇上

灰褐色砂礫土
鉄釘 （6.2） 0.6 0.8 （0.8） 13.0

和釘。

67 と銹着

67 37 41
中段基壇上　

灰褐色砂礫土
鉄釘 （3.0） 0.7 - - 同上 66 と銹着

ୈ 10 දɹۚଐ੡඼࡯؍ද（̍）
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№ 挿図 図版 出土場所 名称

法　量（㎝）
重さ

（g）
備　考長さ

最大幅 最大厚
頭部長

（残存値） （残存値）

68 37 41
中段基壇上面

南東隅
鉄釘 （6.3） 0.5 0.5 0.8 3.0 

和釘。脚は歪み曲がる

頭部幅と脚幅がほぼ同じ

69 37 41
中段基壇上

灰褐色砂礫土
鉄釘 （3.9） 0.9 0.5 （0.6） 5.0 

和釘。頭部を鍛き延ばす

頭部幅は脚幅より広い

70 37 41
中段基壇

灰褐色砂礫土
鉄釘 （5.3） 0.6 0.5 - 10.0 

和釘。71 と銹着

頭部が残存する

71 37 41
中段基壇

灰褐色砂礫土
鉄釘 （3.7） 0.4 0.4 - 同上 和釘。70 と銹着

72 37 41
中段基壇西側　

雨落ち直上
鉄釘 （5.0） 0.6 0.5 - 5.0 

和釘。天地不明

全体に歪み曲がる

一部木質か

73 37 41
中段基壇北東隅の外側　

灰褐色砂礫土
鉄釘 （4.8） 0.5 0.5 - 8.0 

和釘。天地不明

やや歪む

74 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （10.4） 0.9 0.6 1.0 12.0 
和釘。頭部を鍛き延ばす

脚下半がねじれる

75 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （8.0） 0.5 0.6 - 14.0 
和釘。76 と銹着

頭部を鍛き延ばす

76 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （4.6） 0.4 0.5 - 同上
和釘。75 と銹着

頭部を鍛き延ばす

77 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （7.3） 1.0 0.6 （1.0） 8.0 
和釘。頭部を鍛き延ばす

全体にＭ字状に歪み曲がる

78 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （6.0） 1.0 0.6 （1.2） 10.0 
和釘。頭部を鍛き延ばす

脚下半が歪み曲がる

79 37 41
中段火葬遺構

骨付近
鉄釘 （5.0） 0.5 0.6 0.8 5.0 和釘。著しく歪み曲がる

80 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （5.4） 0.9 0.6 0.9 10.0 

和釘。頭部を鍛き延ばす

脚下半がやや歪み曲がる

頭部幅は脚幅より広い

81 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （7.0） 0.6 0.5 - 6.0 
和釘。天地不明

全体に歪み曲がる

82 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （4.6） 0.6 0.6 - 6.0 和釘。歪み曲がる

83 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （3.5） 0.5 0.5 - 2.0 和釘。天地及び正面不明

84 37 41
中段火葬遺構

炭層下層（棺台横）
鉄釘 （4.4） 0.5 0.4 - 2.0 和釘。脚先端は歪み曲がる

85 37 41
中段火葬遺構

骨１の横
鉄釘 （3.3） 0.4 0.4 - 2.0 

和釘。歪み曲がる

脚先端に木炭または鉄片が銹着

86 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （5.2） 0.9 0.4 0.7 8.0 
和釘。頭部鍛き延ばす

歪み曲がる

87 37 41 中段火葬遺構 鉄釘 （2.0） 0.5 0.4 - 2.0 
和釘。正面不明

歪み曲がる

88 37 39
中段南

土石流堆積土（排土中）
銅銭 - 2.5 - 2.6 「天聖元宝」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ύϨΦ・ϥϘ ".4 年代測定άϧーϓ

ҏ౻　ໜ・佐౻ਖ਼ڭ・ኍ田ਖ਼史・山形लथ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小ྛߛҰ・;BVS LPNUBUJE[F・小ྛࠀ໵

ʢ̍ʣ͸͡Ίʹ

　山口県防府市の阿弥陀寺から出土したࢼྉについて、Ճ଎器࣭量෼ੳ法（".4 法）による์ࣹ性

炭ૉ年代測定を行ͬた。

ʢ̎ʣࢼྉͱํ๏

ྉࢼ）２点ࡐྉは、火葬遺構から出土した炭化ࢼ /P�1ɿ1L%-34335、ࢼྉ /P�2ɿ1L%-34336）と、

基壇をもつ礎石建物の基壇上面᛽ෑ中から出土した炭化１ࡐ点（ࢼྉ /P�3ɿ1L%-34337）の、計 3

点である。いͣれのࢼྉも࠷ऴ形成年ྠがͬ࢒ていた。火葬遺構および基壇をもつ礎石建物は、いͣ

れも 13 世紀後葉～14 世紀初頭の遺構と考えられている。測定ࢼྉの৘報、調੡σータは第 12 දの

とおりである。

ྉは調੡後、Ճ଎器࣭量෼ੳ計（ύϨΦ・ϥϘ、コンύΫτࢼ ".4ɿ/E$ ੡ 1�54%)）を༻いて

測定した。ಘられた 14$ ೱ౓についてಉҐମ෼別ޮ果のิਖ਼を行ͬた後、14$ 年代、暦年代をࢉ出した。

ʢ̏ʣ݁ɹՌ

　第 13 දに、ಉҐମ෼別ޮ果のิਖ਼に༻いる炭ૉಉҐମൺ（Ў 13$）、ಉҐମ෼別ޮ果のิਖ਼を行ͬ

て暦年ֱਖ਼に༻いた年代஋とֱਖ਼によͬてಘられた年代ൣ囲、׳༻にैͬて年代஋とࠩޡをؙめてද

ࣔした 14$ 年代、暦年ֱਖ਼結果を、第 38 ਤに暦年ֱਖ਼結果をそれͧれࣔす。暦年ֱਖ਼に༻いた年代

஋はԼ１ܻをؙめていない஋であり、今後暦年ֱਖ਼ۂ線がߋ৽されたࡍに͜の年代஋を༻いて暦年ֱ

ਖ਼を行うために記ࡌした。

ୈ 12 දɹଌఆࢿྉ͓Αͼॲཧ

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-34335 試料 No.1
遺構：火葬遺構

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-34336 試料 No.2
遺構：火葬遺構

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-34337
試料 No.3
遺構：基壇上面礫敷中
遺物 No.F

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）
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14$ 年代は "%1950 年を基点にしてԿ年前かをࣔした年代である。14$ 年代（ZS#1）のࢉ出には、
14$ の൒ݮ期として LJCCZ の൒ݮ期 5568 年を࢖༻した。·た、付記した 14$ 年代ࠩޡ（ʶ 1 М）は、

測定の౷計ࠩޡ、標४ภࠩ等に基づいてࢉ出され、ࢼྉの 14$ 年代がその 14$ 年代ࠩޡ内にೖる確཰

が 68�2ˋである͜とをࣔす。

　なお、暦年ֱਖ਼のৄࡉはҎԼのとおりである。

　暦年ֱਖ਼とは、大ؾ中の 14$ ೱ౓がҰ定で൒ݮ期が 5568 年としてࢉ出された 14$ 年代に対し、ա

中のؾ৔のมಈによる大࣓ٿ౓や地ڧのӉ஦線ڈ 14$ ೱ౓のมಈ、および൒ݮ期のҧい（14$ の൒ݮ

期 5730 ʶ 40 年）をֱਖ਼して、より࣮ࡍの年代஋に近いものをࢉ出する͜とである。
14$ 年代の暦年ֱਖ਼には 0Y$BM4�3（ֱਖ਼ۂ線σータɿ*OU$BM13）を࢖༻した。なお、1 М暦年代ൣ

囲は、0Y$BM の確཰法を࢖༻してࢉ出された 14$ 年代ࠩޡに૬౰する 68�2ˋ৴པݶքの暦年代ൣ囲で

あり、ಉ༷に 2 М暦年代ൣ囲は 95�4ˋ৴པݶքの暦年代ൣ囲である。Χοコ内のඦ෼཰の஋は、そ

のൣ囲内に暦年代がೖる確཰をҙຯする。άϥϑ中のॎ࣠上のۂ線は 14$ 年代の確཰෼෍をࣔし、ೋ

ॏۂ線は暦年ֱਖ਼ۂ線をࣔす。

測定番号 δ 13C
(‰ )

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-34335
試料 No.1
火葬遺構

-27.74 ± 0.19 738 ± 19 740 ± 20 1265-1280 cal AD (68.2%) 1257-1288 cal AD (95.4%)

PLD-34336
試料 No.2
火葬遺構

-26.97 ± 0.15 716 ± 20 715 ± 20 1272-1287 cal AD (68.2%) 1263-1294 cal AD (95.4%)

PLD-34337
試料 No.3

基壇上面礫敷中
-26.50 ± 0.17 695 ± 19 695 ± 20 1277-1294 cal AD (68.2%) 1271-1300 cal AD (86.6%)

1368-1382 cal AD ( 8.8%)

ʢ̐ʣߟɹ࡯

ҎԼ、2 М暦年代ൣ囲（確཰ 95�4ˋ）にண目して結果を੔ཧする。

火葬遺構から出土したࢼྉ /P�1（1L%-34335）は 1257-1288 DBM "% 	95�4�
ྉࢼ、 /P�2（1L%-

34336）は 1263-1294 DBM "% 	95�4�
 で、13 世紀中ࠒ～຤の暦年代をࣔした。͜れは、ח૔時代に

૬౰する。なお、ࢼྉにはいͣれも࠷ऴ形成年ྠがͬ࢒ており、測定結果はࢮރもしくはെ࠾年代を

ࣔしている。

基壇をもつ礎石建物の基壇上面᛽ෑ中から出土した炭化ࢼ）ࡐྉ /P�3ɿ1L%-34337）は、1271-

1300 DBM "% 	86�6�
 および 1368-1382 DBM "% 	8�8�
 で、13 世紀後൒～຤および 14 世紀後൒の暦

年代をࣔした。͜れは、ח૔時代およびࣨ町時代に૬౰する。なお、ࢼྉには࠷ऴ形成年ྠがͬ࢒て

おり、測定結果はࢮރもしくはെ࠾年代に૬౰する。

火葬遺構および基壇をもつ礎石建物は、いͣれも 13 世紀後葉～14 世紀初頭の遺構と考えられて

おり、測定結果は、出土遺物等によるਪ定時期に対して੔߹的である。

ୈ 13 දɹ์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆٴͼྐྵ೥ֱਖ਼ͷ݁Ռ
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-34336:716±20 BP
68.2% probability

1272-1287 cal AD (68.2%)

95.4% probability

1263-1294 cal AD (95.4%)

ݙจߟࢀ

#SPOL 3BNTFZ, $� 	2009
 #BZFTJBO "OBMZTJT PG 3BEJPDBSCPO EBUFT� 3BEJPDBSCPO, 51	1
, 337-360�

中村ढ़෉（2000）์ࣹ性炭ૉ年代測定法の基礎ɽ日本ઌ史時代の 14$ 年代編集ҕһ会編ʮ日本ઌ史時代の
14$ 年代ʯɿ3-20ɼ日本第࢛紀ֶ会ɽ

3FJNFS, 1�+�, #BSE, E�, #BZMJTT, "�, #FDL, +�8�, #MBDLXFMM, 1�(�, #SPOL 3BNTFZ, $�, #VDL, $�E�, $IFOH, )�, EEXBSET, 

3�L�, 'SJFESJDI, .�, (SPPUFT, 1�.�, (VJMEFSTPO, T�1�, )BGMJEBTPO, )�, )BKEBT, *�, )BUUF, $�, )FBUPO, T�+�, 

)P⒎NBOO, %�L�, )PHH, "�(�, )VHIFO, ,�"�, ,BJTFS, ,�'�, ,SPNFS, #�, .BOOJOH, 4�8�, /JV, .�, 3FJNFS, 3�8�, 

3JDIBSET, %�"�, 4DPUU, E�.�, 4PVUIPO, +�3�,  4UB⒎, 3�"�, TVSOFZ, $�4�.�, BOE WBO EFS 1MJDIU, +�	2013
 *OU$BM13 

BOE .BSJOF13 3BEJPDBSCPO "HF $BMJCSBUJPO $VSWFT 0r50,000 :FBST DBM #1� 3BEJPDBSCPO, 55	4
, 1869-

1887�

ୈ 38 図ɹྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ
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̎ɹ阿弥陀寺ग़౔୸Խࡐͷथछಉఆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小ྛࠀ໵（ύϨΦ・ϥϘ）

ʢ̍ʣ͸͡Ίʹ

山口県防府市の大平山西側斜面に立地する阿弥陀寺から出土した炭化ࡐのथ種ಉ定を行ͬた。

ʢ̎ʣࢼྉͱํ๏

ࡐྉは、火葬遺構から出土した炭化ࢼ 3 点と、基壇をもつ礎石建物の基壇上面᛽ෑ中から出土し

た炭化ࡐ 2 点の、計 5 点である。火葬遺構および基壇をもつ礎石建物は、いͣれも 13 世紀後葉～

14 世紀初頭の遺構と考えられている。

、はܘ௚ݩଘ年ྠ਺の計測を行なͬた。෮࢒、ܘଘ൒࢒とܘ௚ݩྉについて、෮ࢼଘ཰のྑい࢒

1ᶲࠁみのಉ心ԁにࢼྉを౰ててٻめた。࢒ଘ൒ܘはࢼྉに࢒ଘする൒ܘを௚઀計測し、࢒ଘ年ྠ਺

は࢒ଘ൒ܘ内の年ྠ਺を計測した。

थ種ಉ定は、·ͣࢼྉをס૩さͤ、ࡐのԣஅ面（木口）、઀線அ面（൘目）、์ ࣹஅ面（ຝ目）について、

Χϛιリとखでׂஅ面を࡞੡し、੔形してࢼྉ୆にΧーϘンςーϓでݻ定した。その後ΠΦンεύο

タにてۚৠணをࢪし、૸査ݦࢠిܕඍڸ（,E:E/$E ੡　+:E-9800）にてڸݕおよびࣸਅࡱӨを行な

ͬた。

ʢ̏ʣ݁ɹՌ

ಉ定の結果、޿葉थのαΫϥ属とコφϥ属ΞΧΨシѥ属（ҎԼΞΧΨシѥ属とݺͿ）、αΧΩの 3

෼ྨ܈が確認された。火葬遺構のࢼྉはαΫϥ属が 2 点とΞΧΨシѥ属が 1 点、基壇上のࢼྉは 2

点ともαΧΩであͬた。

ୈ 14 දɹѨ໻ଫࣉग़౔୸Խࡐͷथछಉఆ݁ՌҰཡ

試料 No. 遺構 遺物 No. 種類 樹種 木取り 残存半径
（㎝）

残存
年輪数

復元直径
（㎝） 時期

1 火葬遺構 炭化材 コナラ属アカガシ亜属 みかん割り 3.3 10 9.0
13 世紀後葉

～

14 世紀初頭

2 火葬遺構 炭化材 サクラ属 みかん割り 1.2 9 3.0
13 世紀後葉

～

14 世紀初頭

3 火葬遺構 炭化材 サクラ属 みかん割り 1.7 14 6.0
13 世紀後葉

～

14 世紀初頭

4 基壇上 炭 13 炭化材 サカキ 割れ 1.2 52 -
13 世紀後葉

～

14 世紀初頭

5 基壇上 炭 7 炭化材 サカキ 割れ 0.8 31 -
13 世紀後葉

～

14 世紀初頭
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෮ݩ௚ܘは、ࢼྉ /P�1 が 9�0ᶲ、ࢼྉ /P�2 が 3�0ᶲ、ࢼྉ /P�3 が 6�0ᶲであͬた。年ྠ਺は、ࢼ

ྉ /P�4 のαΧΩで࢒ଘ൒ܘ 1�2ᶲ中に 52 年ྠみられたように、αΧΩは年ྠが٧·ͬていたが、そ

れҎ֎のथ種では年ྠ෯は޿かͬた。ಉ定結果を第 14 දにࣔす。

次に、ಉ定されたࡐの特௃を記ࡌし、第 39 ਤに૸査ݦࢠిܕඍࣸڸਅをࣔす。

ᶃαΫϥ属（ٛ޿）　1SVOVT T�M�　όϥՊ　第 39 ਤ　1B-1D（/P�3）

小ܕのಓ؅が୯ಠないし਺ݸ、์ࣹ方޲·たは斜め方޲にෳ߹してややີにࢄ在するࡐ޸ࢄであ

る。ಓ؅は୯ઠ޸を༗し、内นにはらͤΜංްがみられる。์ࣹ組৫は上Լ୺ 1 ྻが௚立するҟ性で、

1 ～ 5 ྻ෯となる。

のαΫϥ属には、ϞϞ属とεϞϞ属、Ξンズ属、αΫϥ属、΢ϫϛズβΫϥ属、όΫνϊΩ属ٛ޿

がある。थ種ಉ定ではϞϞ属とόΫνϊΩ属Ҏ֎はଞのαΫϥ属とࣝ別がで͖ないため、ٛ޿のαΫ

ϥ属はϞϞ属とόΫνϊΩ属をআくαΫϥ属をࢦす。

ᶄコφϥ属ΞΧΨシѥ属　2VFSDVT TVCHFO� $ZDMPCBMBOPQTJT　ϒφՊ　第 39 ਤ　2B-2D（/P�1）

ްนでؙい大ܕのಓ؅が、์ࣹ方޲に配ྻする์ࣹࡐ޸である。࣠方޲ॊ組৫はいびつな線ঢ়とな

る。ಓ؅は୯ઠ޸を༗する。์ࣹ組৫はಉ性で、୯ྻのものとࣹ์޿組৫がみられる。

コφϥ属ΞΧΨシѥ属は、ࡐ組৫の࡯؍ではಓ؅の大͖なΠνΠΨシҎ֎は種·でのಉ定がで͖な

い。したがͬて、本ࢼྉはΠνΠΨシҎ֎のΞΧΨシѥ属である。ΞΧΨシѥ属にはΞΧΨシやπΫ

όωΨシなͲがあり、ஆଳに෼෍する常྘高木の޿葉थである。ࡐはॏߗかつڧਟで、଱ਫ性があり、

੾࡟Ճ工はࠔ೉である。

ᶅαΧΩ　$MFZFSB KBQPOJDB TIVOC�　ϞοコΫՊ　第 39 ਤ　3B-3D（/P�4）

小ܕのಓ؅が΄΅୯ಠで、ややີにࢄ在するࡐ޸ࢄである。ಓ؅は 20 ～ 40 段ఔ౓の֊段ઠ޸と

なる。์ࣹ組৫は上Լ୺ 1 ～ 4 ྻが௚立するҟ性で、୯ྻとなる。

αΧΩは日本ւ側で৽ׁ県、ଠ平༸側で関東Ҏ西の本भ、࢛۝、ࠃभなͲのԹଳからѥ೤ଳに෼෍

する常྘高木である。ࡐはڧਟ、ߗݎで、੾࡟Ճ工はࠔ೉である。

ʢ̐ʣߟɹ࡯

火葬遺構ではαΫϥ属が 2 点とΞΧΨシѥ属が 1 点みられた。αΫϥ属とΞΧΨシѥ属は਋炭ࡐ

として多くར༻されるथ種である（ҏ東΄かɼ2011）。

では໌確なՃ工痕等は࡯؍؟ྉの೑ࢼ、ྉの木औりは、いͣれもみかΜׂりঢ়であͬた。ただしࢼ

確認で͖なかͬたため、਋炭ࡐにׂࡐをした木ࡐがར༻されていたかͲうかはෆ໌である。

基壇上のࢼྉは、2 点ともαΧΩであͬた。ࢼྉは基壇の造成土の中から出土しており、༻్はෆ

໌である。αΧΩは਋炭ࡐとしても多くར༻されているथ種である（ҏ東΄かɼ2011）。

Ҿ༻จݙ

ҏ東ོ෉・佐野༤ࡾ・安෦ ٱ・内ւ泰߂・山口࿨ึ（2011）日本༗༻थ木ࢽɼ238Qɼւ੨社ɽ

－ 59 －



ୈ 3� 図ɹѨ໻ଫࣉग़౔୸Խࡐͷ૸ࠪݦࢠిܕඍࣸڸਅ
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̏ɹ阿弥陀寺ग़౔ͷՐ૴ࠎʹ͍ͭͯ

高椋浩史（土井ϲ඿遺跡・人ྨֶϛϡーδΞϜ）

ʢ̍ʣ͸͡Ίʹ

山口県埋蔵文化財センターによる山口県防府市に所在する阿弥陀寺の発۷調査において、中世に֘

౰する火葬遺構から火葬ࠎが出土した。出土した火葬ࠎは山口県埋蔵文化財センターにより調査現৔

においてऔり上͛ۀ࡞がお͜なΘれ、その後土井ϲ඿遺跡・人ྨֶϛϡーδΞϜにൖೖされ、੔ཧ࡞

。をお͜なͬたۀ

　出土した火葬ࠎはอଘঢ়ଶがѱく、人ࠎの形ଶ࡯؍は೉しかͬたが、後ड़するように火葬ࠎについ

てはද面࡯؍からඃ೤Թ౓をあるఔ౓ਪ測で͖るため、౰時の火葬方法についての৘報をಘる͜とが

で͖る。ҎԼに、出土した火葬ࠎについての࡯؍結果を報告する。

ʢ̎ʣग़౔ͨ͠ਓࠎʹ͍ͭͯ

ʤਓࠎͷ෦Ґʹ͍ͭͯʥ

　出土した人ࠎのうͪ෦Ґを特定で͖たものはなかͬたものの、多くのഁยは長ࠎ؅のഁยで、頭֖

ยやࣃէはશく確認で͖なかͬた。·た、人ࠎの෦Ґの特定がࠔ೉であͬたため、出土した人ࠎのମ

਺もෆ໌であり、性別や年ྸについての৘報もಘる͜とがで͖なかͬた。

ʤਓࠎද໘ͷঢ়ଶʹ͍ͭͯʥ

　火葬ࠎについてはࠎのද面࡯؍からඃ೤Թ౓をあるఔ౓ਪ測する͜とがで͖る。出土した人ࠎのද

面を࡯؍すると、多くのࠎにُ྾がೖり、৭はփന৭をఄするものが大൒である（ࣸਅ）。

TIPNQTPO（2004）によると、ࠎがඃ೤によりُ྾がೖり、ഁย化するのは 100ˆから 600ˆ

である͜と、そしてࠎの৭がม৭しはじめるのは 300ˆҎ上である͜とをࢦఠしている。)PMEFO ら

（1995B,C）は、約 600ˆの೤をड͚たࠎはփ৭にม৭し、800ˆҎ上になるとന৭にม化する͜と

をࢦఠしている。

出土した火葬ࠎの大൒は、փ৭をఄするため少なくともඃ೤Թ౓は 300ˆから 600ˆとਪ測され

る。·た、火をड͚たࠎのද面上のม化として結থ化する͜とが஌られており、そのԹ౓はおおよそ

600ˆҎ上であるとされている（)PMEFO FU BM�, 1995B,C）。今回、出土した人ࠎのഁยをす΂て࡯؍

したと͜Ζ、ද面が結থ化したものはશく確認で͖なかͬた͜とから、ඃ೤Թ౓は 600ˆҎԼであ

るとਪ測される。

　Ҏ上を·とめると、出土した人ࠎのද面࡯؍からਪ定されるඃ೤Թ౓は 300ˆから 600ˆ前後で

あͬた͜とがΘかる。
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ʢ̏ʣ͓ΘΓʹ

　阿弥陀寺から出土した人ࠎについて、อଘঢ়ଶの੍約から෦Ґの特定や性別、年ྸなͲの৘報をಘ

る͜とがで͖なかͬたが、人ࠎද面の࡯؍からඃ೤Թ౓をあるఔ౓ਪ定する͜とがで͖た。今後、͜

うした火葬ࠎからಘられる৘報を஝積し、出土ঢ়گや出土遺構等の考ֶݹ的৘報を౷߹する͜とで、

中世にお͚る火葬の࣮ଶについてৄࡉにݕ౼していくඞ要がある。

ँࣙ

　本ࢿྉを報告するにあたり山口県埋蔵文化財センターの岡田裕之ࢯには、遺跡や人ࠎの出土ঢ়ଶ等

の考ֶݹ的৘報をఏڙいただ͖·した。記してँײਃし上͛·す。

ݙจߟࢀ

)PMEFO, +�L�, 1�1� 1IBLZ BOE +�(� $MFNFOU� 1995B� 4DBOOJOH FMFDUSPO NJDSPTDPQF PCTFSWBUJPO PG JODJOFSBUFE 

IVNBO GFNPSBM CPOF� B DBTF TUVEZ� 'PSFOTJD 4DJFODF *OUFSOBUJPOBM, 74�17-28�

)PMEFO, +�L�, 1�1� 1IBLZ BOE +�(� $MFNFOU� 1995C� 4DBOOJOH FMFDUSPO NJDSPTDPQF PCTFSWBUJPO PO IFBU-USFBUFE 

IVNBO GFNPSBM CPOF� B DBTF TUVEZ� 'PSFOTJD 4DJFODF *OUFSOBUJPOBM, 74�29-45�

TIPNQTPO, T�+�6� 2004� 3FDFOU BEWBODFT JO UIF TUVEZ PG CVSOFE CPOF BOE UIFJS JNQMJDBUJPOT GPS GPSFOTJD BO-

UISPQPMPHZ� 'PSFOTJD 4DJFODF *OUFSOBUJPOBM, 146�203-205�

4DPUU *� 'BJSHSJFWF� 2008� 'PSFOTJD $SFNBUJPO� 3FDPWFSZ BOE "OBMZTJT� $3$ 1SFTT�

ࣸਅɹग़౔ͨ͠Ր૴ࠎˎ

ˎ出土した火葬ࠎのうͪൺֱ的大͖なഁยをࣔしている。͜れらҎ֎にも、ࡉかなഁยが࢒ଘしている。
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ᶛɹ૯ɹׅ

̍ɹૅੴݐ෺ͷฏ໘ࣜܗͱݐஙܭը
ʢ̍ʣૅੴ഑ஔ͔ΒΈͨݐ෺ͷฏ໘ࣜܗʢୈ ��ʙ �� ਤʣ

礎石建物は、現ଘする礎石のみから෮原すると、ܻ 行̓間、ྊ行̐間の規模である。͜の৔߹には、

建物のࠨӈ・背面から基壇の୺·でが等間ִ（1�3 ｍ）であるのに対して、建物ਖ਼面のみ基壇地෴石

との間ִが 3�2 ｍと޿くなる。͜のため、建物ਖ਼面と基壇地෴石との間にଘ在するۭ間をͲのように

ཧղするかが໰୊となる。͜うした点を౿·え、ژ౎大ֶ大ֶ院工ֶڀݚՊ　山؛常人ڭतに調査ࢦ

ಋを௖͖、ҎԼのᶃ・ᶄのޚ

。をಘたࣔڭ

ᶃݐ෺ͷฏ໘͍ͯͭࣜܗ

ฏ໘１　ࣜܗई 31ᶲで、ܻ行

̓間、ྊ行̑間の平面形式と

考える͜とがଥ౰である（第

40 ਤ）。建物࠷前ྻとした礎

石（Ұ通り）については、ฒ

Ϳ確ূはないが、礎石ྻがଘ

在したと考えるのがࣗવであ

る。第 40 ਤ（Լ）の੨ృりし

た石は、本དྷのҐ置からҠಈ

した礎石の可能性がある。

பؒੇ๏　上の平面形式では、

ܻ方޲の中央ப間（に～΄通

り）を 8�5 ईとし、そ͜から

かͬて、いͣれ޲ӈ྆側にࠨ

も 7 ई・̒ई・̒ईのப間と

なる。͜れに対して、ྊ方޲

では、ਖ਼面側の第Ұ間（Ұ～

ೋ通り）から、ॱ に̒ई・7�5 ई・

7 ई・̓ई・̒ईのப間を૝定

すれ͹、側பےからの基壇の

出がいͣれも 4�2 ईとなり੔

߹的である。

Ҋ　͜の平面形式ݩ෺ͷ෮ݐ

から෮ݩで͖るのは、ྊ間のਖ਼

0 5m （1/200）
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ୈ 40 図ɹૅੴݐ෺ͷૅੴ഑ஔ平面図（ࢯ؛ࢁͷݪҊΛ΋ͱʹ࡞੒）

্ɿૅੴ൪෇ͱૅੴִؒɺԼɿૅੴ഑ஔ平面
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面側２間෼（Ұ～ೋ通り、ೋ～ࡾ通り）を礼堂（֎ਞ）

とし、　後方の３間෼（ࡾ～࢛通り、࢛～ޒ通り、ޒ

～࿡通り）を内ਞ・後ށとする建物の構造で、礼堂と

内ਞは間࢓੾りで࢓੾られる。そして、内ਞ前方中央

の２間ʷ３間の۠画（はࡾ、へࡾ、へޒ、は̑を࢛۱

とするൣ囲）が須弥壇のҐ置で、その中央のப２本（に

࢛、は࢛）は本དྷなかͬたものと考えられる（第 41

ਤ̖１Ҋ）。

　·た、須弥壇のࠨӈ྆側の１間෼を通࿏とし、通࿏

と建物ࠨӈนとの間に１間࢛方等に࢓੾られた࿬ਞ·

たはہとよͿ小෦԰をࠨӈ྆側に配していた可能性も

ある（第 41 ਤ̖２Ҋ）。

෺ͷচ　建物背面の中央間（に࿡～΄࿡）にある石ݐ

ྻを൶૷置に関Θるものとみれ͹、後ށおよび内ਞは

土間であͬた可能性がある。ただし、礼堂については

চԼが᛽ෑ͖である͜とから土間ではなく൘চであͬ

たと考えられる。

େੴͷ໾ׂ　基壇ਖ਼面にある大石は、޲ഈに関Θるも

の、あるいは౮᝷ઃ置に関Θるものの可能性もある。   

も近いの࠷෺ͷྨྫ　ਪ定される建物の平面形式にݐ

が࿨Վ山県ಓ成寺本堂ʤ1357（ঝ平 12）年建立ʥで

ある（第 43 ਤ、次ทࣸਅ）。ただし、ಓ成寺の৔߹は、

ྊ行のਖ਼面側１間෼（Ұ～ೋ通り）の間ִを޿くとる

点で阿弥陀寺とҟなる。ಓ成寺本堂ਖ਼面側の۱木はৼ

れ۱となるҰ方、阿弥陀寺はਅ۱となるが、͜の時期

の建物はいͣれも野小԰構造であͬたと考えてよい。

そのଞ、࣎լ県ળਫ寺本堂ʤ1366（ః࣏̑）年࠶建ʥ

もࢀ考となる（第 42 ਤ̗Ҋ）。

　なお、中世の仏堂には、大仏༷やષफ༷、それらの

ં஭༷等があり建ங༷式が多༷であるため、平面形式

のྨࣅをもͬて建物構造のྨࣅをݴ及するのはద੾ではない。ಉ༷に、平面形式からٕज़ܥේ等を࿦

じる͜とはで͖ない。

ᶄݐ෺ͷ࣌ظɾੑ֨౳ʹ͍ͭͯ

礎石建物は、出土遺物から考える　ظ෺ͷ࣌ݐ 13 世紀後葉～ 14 世紀初頭の建立とみて、建ங史的

にも໰୊はない。

෺ͷੑ֨　建物の平面形式や立೿な礎石等からみて、ૐ๥ではなく本堂形式の仏堂と考えるのがଥݐ

͍Ζ͸ʹ΄΁ͱͪ

Ұ

ೋ

ࡾ

࢛

ޒ

࿡

͍Ζ͸ʹ΄΁ͱͪ

Ұ

ೋ

ࡾ

࢛

ޒ

࿡

ʤ"̍Ҋʥ

ʤ"̎Ҋʥ

͍Ζ͸ʹ΄΁ͱͪ

Ұ

ೋ

ࡾ

࢛

ޒ

࿡

ʤ̗Ҋʥ

ୈ 41 図ɹૅੴݐ෺平面Ҋ（̖̍ɾ̎Ҋ）
ɹɹɹ˞ಓ੒ࣉຊಊͷϓϥϯʹ΋ͱͮ͘

ୈ 42 図ɹૅੴݐ෺平面Ҋ（̗Ҋ）
ɹɹɹɹɹɹɹ˞ળਫࣉຊಊͷϓϥϯʹ΋ͱͮ͘
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౰である。

໳ʹ͍ͭͯ　阿弥陀寺調査地の

門はༀҩ門とみてよいが、礎石

建物の規模からみて、やや؆ૉ

な印象である。ಉ等の現ଘ建ங

の৔߹、࿖門を伴うྫが多い。

ؒ໘ه๏ʹ͍ͭͯ　阿弥陀寺文

書のʮ在ி׭人等ிએ棟ࡳ໏ʯ

ʤ1200（ਖ਼࣏２）年ʥにʮড়土

堂ұӉࣣ間࢛面ʯʮༀ師堂ұӉ

ಉʯの記ࡌがあるが、͜のࠒに

なると間面記法は࢖Θれなくな

るのがҰൠ的であり、もしʮࣣ

間࢛間ʯ等であれ͹、礎石建物

がʮড়土堂ʯやʮༀ師堂ʯ等に

૬౰する可能性もある。

ʢ̎ʣ阿弥陀寺ͷݱଘॾಊʹͭ

͍ͯʢୈ ��ɾ�� ਤʣ

　礎石建物とのൺֱݕ౼のた

め、現ଘする主要建ஙについ

てུ測を行なͬた（第 44 ਤ）。

ॾ堂のདྷྺ等はҎԼのとおりで

ある。

ຊಊ　૑建時期ෆৄ。߂安̐年

（1281）史ྉに初出。文໌ 16

年（1484） 焼 ࣦ か。 ڗ อ 16

年（1731）ڵ࠶。阿弥陀寺に

現ଘする࠷大の堂Ӊ。かつては

本堂東側にྡ઀してݿ裏が所在

したが、ত࿨初期に現在地にҠ

సしている。なお、໌࣏期のֆ

画ࢿྉにඳかれたݿ裏と現在のݿ裏とでは、棟方޲・規模ともにҟなる。

։ࢁಊʢޚӨಊʣ　૑建時期ෆৄ。文໌ 16 年（1484）焼ࣦ、ཌ年࠶建。ๅӬ̒年（1709）ڵ࠶、

。上人૾・鉄ๅౝ等がೲめられていたݯ建。かつてはॏ࠶化３年（1846）߂

があり、ࣣ間࢛面であͬたとされࡌಊʣਖ਼࣏２年（1200）の文書にʮༀ師堂ʯの記ࢣຎಊʢༀޢ

࿨Վݝࢁಓ੒ࣉຊಊ

ୈ 43 図ɹ࿨Վݝࢁಓ੒ࣉຊಊ平面図（4=1/250）
（h ॏཁจԽࡒಓ੒ࣉຊಊɾਔԦ໳मཧࣄ޻ใࠂॻʱʹՃච）

෹ͷؒ

಺ਞ
࿬ਞ ࿬ਞ

֎ਞ
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る。 文 ໌ 16 年（1484） 焼

อڗ、ࣦ 16 年（1731）ڵ࠶。

೦෹ಊʢড়౔ಊʣ　建̔ٱ年

（1197） 段 ֊ で ଘ 在。 ਖ਼ ࣏

２年（1200）の文書にʮড়

土堂ұӉࣣ間࢛面ʯの記ࡌ。

文໌ 16 年（1484）焼ࣦか。

そ。ڵ࠶࿣̒年（1693）ݩ

の後大ഁ、߂化３年（1846）

໌。建࠶ ࣏35年（1902）焼ࣦ、

ಉ年࠶建。໌࣏期のֆ画ࢿྉ

では、縁が࢛पないし前面ࡾ

方にඳかれる。

ܦ ಊʢ ܦ ଂ ʣ 建 ٱ ̔ 年

（1197）段֊でʮ経蔵ʯがଘ

在。文໌ 16 年（1484）焼ࣦ、

現。ڵ࠶อ̐年（1719）ڗ

ଘ礎石および໌࣏期のֆ画ࢿ

ྉから、縁は࢛पにնͬてい

たと考えられる。

　Ҏ上のॾ堂のུ測ਤをݕ౼

したと͜Ζ、礎石建物と本堂

のྨࣅ点が໌らかになͬた。

本堂のうͪ、内ਞとそのࠨӈ

の間及び͜れらの前面の෦෼

は、礎石建物の平面と多くの

෦෼でॏなり߹う。さらに、

１ई 31ᶲでઃ計されている

礎石建物の平面形式を本堂

建期のई౓（１ई࠶ 30�3ᶲ）

に置͖׵えるなら、શମ規模

や主要なபのҐ置の多くが΄

΅Ұகする（第 45 ਤ）。

　したがͬて、本堂の中֩෦

෼は、礎石建物の建ஙϓϥン

にएׯのมߋをՃえ、ई౓をୈ 44 図ɹѨ໻ଫݱࣉଘݐ෺ུଌ図
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มえてઃ計されたものであり、その南・東・北西に෦԰を付Ճして現在の本堂となͬたとཧղで͖る。

えれ͹、෦෼的にとはいえ׵いݴ 13 世紀後葉～ 14 世紀初頭の礎石建物のϓϥンが現在·でҾ͖ܧ

がれている͜とになる。

　͜れにՃえ、本堂とޢຎ堂、೦仏堂のྨࣅ性もࢦఠで͖る。現ޢຎ堂は、本堂内ਞ෦෼と΄΅ಉ規

模であり、೦仏堂はޢຎ堂の須弥壇Ҏ֎の෦෼とҰகする。３者にڞ通するのは約̒ｍ（20 ई）࢛

方の平面であり、ޢຎ堂の須弥壇がนମ構造等からみて໌らかに後ิである͜とを考ྀすれ͹、本堂

内ਞもಉ༷に֦ுされたものである可能性が高い。

ʢ̏ʣݐ෺ͷܭըత഑ஔʢୈ 4� ਤʣ

中段の遺構は計画性をもͬて構ஙされており、石段１、門、礎石建物、石段２の中央を結Ϳ線を

࣠としてࠨӈ対শに配置される。͜の࣠線は北東－南西方޲（̣ 48°̚ ）であり、東西・南北を志޲

しない。寺Ҭ前面には防府平野東෦のோ๬が޿がり、࣠線の延長上約 3�5LN にはप防ࠃ府が所在す

る͜とから、प防ࠃ府をڧくҙࣝして構ஙされた可能性が高い。

礎石建物中央のப間と門のப間をಉ長（8�5 ई）とし、࣠線に対して門および基壇・礎石建物の主

࣠を௚ަさͤる。·た、門の本பと基壇地෴石前面のڑ཭を 15�0N（48 ई）、石段１の෯を 4�5 ｍ（14�5

ई）とするなͲ、੔વとしたઃ計である。

ୈ 45 図ɹຊಊͱૅੴݐ෺ͷൺֱ（੺ઢ͕ૅੴݐ෺）
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ୈ 46 図ɹѨ໻ଫࣉௐࠪ஍ͷݐஙܭը
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̎ɹجஃٴͼฏୱ໘ͷ଄੒ʹ͍ͭͯ

ʢ̍ʣௐࠪ஍ͷࣗવ஍ܗʢୈ ��ਤʣ

調査地の֤所にઃ定したτϨンν及び土૚அ面等の࡯؍をもとに、本調査地にお͚る基壇及び平

坦面造成時のࣗવ地形について考えてみよう。

·ͣ、調査地のॎஅ面（北東－南西）をみると、中段では、基壇にઃ定したτϨンν̓（第 24 ਤ）

北東۱の標高 129�8 ｍ付近、ಉτϨンν南西۱の標高 128�7 ｍ付近において、大石や中小の᛽をؚ

Ή堆積がみられ、τϨンνの北東۱から南西۱にか͚て؇やかに܏斜する。͜の堆積は、土૚̘（第

̓ਤ）でも確認した堆積૚で、調査地東側の୩෦からの؇やかなࣗવ堆積と考える。

͜れに対して、石垣西側に௚ަするようઃ定した土૚̙（第 11 ਤ）では、標高 126�0 ｍから

126�4 ｍ付近にか͚て؇やかな܏斜をなす旧地ද面の上૚に、造成土を੝ͬて平坦面を形成するঢ়گ

を確認した。͜の旧地ද面は、調査地造成より前の土石流堆積によͬて形成されたと考える。ઌड़の

ように、基壇とそのपลでは୩堆積૚が޿がる͜とから、中段南側のͲ͜かで旧地ද面と୩堆積૚と

の境քがଘ在するとਪ測する。

Ұ方、調査地上段、及び中段から上段にか͚ての斜面をみると、上段の土૚̖（第̓ਤ）では、標

高 134�0 ｍ付近から南西斜面にか͚て基൫となるՖቋ岩όΠϥン土を確認で͖、その上૚にްい土

石流が堆積していた。ಉ༷に、石段２の࠷上段の౿石より上、標高 131�5 ｍ付近でՖቋ岩όΠϥン

土が࿐出する͜とから、͜ の斜面では、尾根を基൫૚·で࡟り出し石段２をஙいたと考える。͜れは、

土૚̙で確認した石垣付近の旧地ද面と、τϨンν̓で確認した基壇෦෼の基൫૚のޯ配がいͣれも

約 10°となるҰ方、石段２のある斜面のޯ配が約 30°となり、後者のޯ配がٸ上ঢする͜とからもࢦ

ఠで͖る。すなΘͪ、石段２をؚΉ基壇及びそのपลは、尾根を࡟り出してஙかれたと考える。

次に、ԣஅ面（北西－南東）をみると、基壇北西ล付近から基壇の֎側にか͚てઃ定した土૚̚（第

24 ਤ）では、基壇上面から約 70ᶲԼの標高 129�5 ｍ付近で基൫૚となる୩堆積を確認で͖、基壇

より北西側は平坦面を造成していた。ಉ༷に、基壇南東ลの土૚̝や土૚̞（第 25 ਤ）では、標高

130�0 ｍ付近で͜の堆積૚を確認した。すなΘͪ、中段の基壇෦෼では、基൫となる୩堆積૚が東側

から西側にか͚て؇やかに܏斜する。

Ҏ上から、本調査地にお͚る౰時のࣗવ地形を෮ݩすると、基൫૚となるՖቋ岩όΠϥン土の上

૚を土石流༝དྷ土が෴い、尾根の旧地ද面を形成するのが通常であͬたが、基壇及びそのपลは東側

୩෦からの堆積によͬて基൫૚が形成される。本དྷ、基壇や石段２がҐ置する基൫૚の上૚にも、土

石流༝དྷの旧地ද面が形成されていたが、境内をங造するࡍに࡟られたと考える。

ʢ̎ʣجஃٴͼฏୱ໘ͷ଄੒ํ๏ʢୈ ��ɾ�� ਤʣ

中段北西ลにઃ定したτϨンν̐（第 10 ਤ）の北西൒෼では、大石や᛽を集中的に積み上͛、そ

の上に造成土を੝ͬていくঢ়گを確認した。ಉ༷に、土૚̙やτϨンν̑・̒（第 12・13 ਤ）では、

石垣の背後に裏ࠐめ·たは裏積みঢ়に大石や᛽を積み上͛るঢ়گを確認した。͜れらの石積みは、平

坦面を造成するࡍに、造成土が流れ出さないようにする土ཹめの໾ׂを果たしたと考える。中段北西
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ୈ 47 図ɹௐࠪ஍ͷஅ面໛ࣜ図

ล（τϨンν̐）では、石積みを行ͬた後、ް さ 20 ～ 30ᶲఔ౓ͣつ造成土を੝ͬていくのに対して、

石垣の裏側（土૚̙）では、石積みの基ఈ෦෼を積Μだ後、ްさ 10 ～ 40ᶲͣつ造成土を੝り、あ

るఔ౓の高さになると、·た石積みを行うというふうに、੝り土と石積みをくりฦし行ͬて裏積みし

た上で、石垣をஙいたと考える。土૚̙では、平坦面の高さ·で造成土を੝るのに、少なくとも３回

に෼͚て裏積みが行Θれた͜とを確認した。

基壇の造成においてもಉ༷な方法が確認で͖る。基壇ਖ਼面（τϨンν̓）では、֎૷の石積みのࡍに、

裏積みを行い土ཹめとし、その上から造成土を੝ͬている。͜れに対して、基壇北西ลや南東ลでは、

石ྻをฒ΂るのみである。

͜のような平坦面の造成には、裏積みや土ཹめにར༻した大石や᛽、造成土がඞ要となる。とくに、

中段南側の平坦面の大෦෼は造成されたとみられるので、૬౰量の石や土がར༻されたと考える。そ

して、基壇造成土は୩堆積༝དྷの砂᛽土、平坦面造成土は土石流༝དྷ土であり、石はपลで࠾れるՖ

ቋ岩やย岩を主ମとする。͜の͜とから、中段の基壇及びそのपลの平坦面を造成するࡍ、尾根斜面

を࡟り出して生じたഉ土や石を࢖༻したとみるのが、࿑ྗ等の面をצҊしてもޮ཰的であΖう。

発۷調査によͬて造成方法を೺Ѳした事ྫとして、੩岡県ބ西市大஌೾ಕഇ寺跡やژ౎府ژ౎市

উ࣋寺旧境内が͛ڍられる。前者では、10 世紀中ࠒの仏堂にൺ定される礎石建物をஙくࡍ、岩մの

斜面をͬ࡟て平坦面とし、そのࡍに࡟り出された土や᛽を前方にԡし出し੔地土とし、砂᛽が流れな
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いよう石垣をஙくঢ়گが確認されている。後者では、15 世紀後൒の石垣構ஙを伴う平坦面の造成に

あたり、ઌにྻ石及び石垣を構ஙして土ཹめとした上で、その෦෼に᛽ෑや造成土をೖれたঢ়گが確

認されている。͜のように、本調査地にお͚る基壇及び平坦面の造成方法は、౰時の山ྛに寺院をங

造するࡍの方法として、Ұൠ的なものとみてよいだΖう。

ݙจߟࢀ

（財）ژ౎市埋蔵文化財ڀݚ所 2012ʰউ࣋寺旧境内ʱژ౎市埋蔵文化財ڀݚ所発۷調査報告 2011-5

ҭҕһ会ڭ西市ބ 1997ʰ大஌೾ಕഇ寺跡確認調査報告書　平成̔年౓ʱބ西市文化財調査報告第 37 集

ୈ 48 図ɹࣉࢁʹ͓͚Δ平ୱ面଄੒ͷྫ

੩Ԭݝେ஌೾ಕഇࣉ੻
ૅੴݐ෺੻#ᶗ

（ҕ1��7Λվมڭࢢ੢ބ）

಺ɹ̍۠ੴ֞65ڥچࣉ౎෎উ࣋ژ
（ॴ2012ΛվมڀݚࡒຒଂจԽࢢ౎ژ）

੔஍౔
ࣗવଯੵ૚

൫ؠ

அ面Ґஔ

（平面図）

（அ面図）

（அ面図）

（立面図）

（平面図） அ面Ґஔ
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̏ɹग़౔Ҩ෺ͷ೥୅
ɹɹʢୈ 49 ʙ 50 ਤʣ

　出土遺物で໰୊となるのは、基

壇௚上·たは土石流堆積土࠷Լ૚

出土の土師器の年代ਪ定である。

基壇௚上のࢿྉのうͪਤ化可能な

ମ（第ݸ 34 ਤ１～̓）はいͣれ

もఈ෦ยであるため、ৄࡉなݕ౼

には଱えない。しかし、ఈ෦ܘで

みれ͹ 5�2ᶲ前後のものと 6�3ᶲ

前後のものがあり、前者は土石流

堆積土࠷Լ૚出土のࢿྉ（第 34

ਤ̔～ 11）の中にಉ༷のݸମが

ྉの土師器ࢿ྆、出ͤる。·たݟ

は器ްやମ෦Լ൒の形ঢ়もྨࣅす

る。͜のため、͜͜では第 34 ਤ

̔～ 10 の年代をݕ౼する͜とで

基壇の構ங年代を考えたい。

　土師器ഋの年代を考える上でൺ

の対象とするのはҎԼの̐౼ݕֱ

遺構出土ࢿྉである（第 49 ਤ）。

ɹᶃप๷ࠃ෎੻ 4&�57�（प防ࠃ

　　府跡調査会ଞ 1998）　13 世

　　紀後൒にҐ置付͚られるࢿྉ

　　である。土師器ࡼ・ഋ・椀、

　　瓦࣭土器羽ז・଍ು等がある。

　　సࡌしたࢿྉの΄かに瓦や༼

　　ಓ۩をؚΉ。

ᶄप๷ࠃ෎੻ 4&�172（防府市

ҕڭ 2008）　13 世紀後൒に

Ґ置付͚られるࢿྉである。

土師器ࡼ・ഋ・椀、੨࣓࿸、

東೻ܥ須恵器ു・଍ು等があ

る。ഋ・椀はᶃにൺ΂小ܕ化

する޲܏にある͜とから 13 ୈ 4� 図ɹ೥୅ݕ౼ͷͨΊͷൺֱࢿྉ

ᶃ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

൒ޙلੈ��

൒ޙلੈ��

લ൒ഇઈلੈ��

લ൒୅لੈ��

٢උܥ౔ثࢣ࿶
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世紀後൒という年代෯の内でも後よりの年代が૝定

される。

ᶅप๷ࠃ෎੻ 4&3254（防府市ڭҕ 2015）　14 世紀

前൒にഇઈした遺構のࢿྉである。土師器ࡼ・ഋ・

羽ז΄かがある。椀がࣦΘれ、ഋはさらに小ܕ化

する。ᶄより後出するࢿྉと考えられる。

ᶆத௡ؗډ੻ 4,100310（岩ࠃ市ڭҕ 2012）　土師

器ࡼ・ഋ・椀のҰׅഇغ土޵のࢿྉであり、14 世

紀前൒代のࢿྉである。ମ෦の立ͪ上がりは௚線

的で、ϩΫϩ目がݦ著である。前３者とൺֱした৔߹、口ܘ

にൺしてఈܘがやや大͖い。ڞ伴する٢උܥ土師器椀（14・

15）の年代؍はʮ14 世紀第Ұ࢛൒期から第ೋ࢛൒期ʯとされる。

　阿弥陀寺基壇の土器がもつ形ଶ的特௃は、内࿷ؾຯのମ෦とؙみ

のある口縁୺෦にあり、ᶆは͜の特௃を༗しない。·た口ܘ 10�5

～ 12�4（いͣれもਪ定஋）ᶲという法量を考ྀするなら、ᶃは͜

のൣ囲を௒えている。࢒るᶄとᶅをൺֱした৔߹、より形ଶ的に近

するのはᶅである。したがͬて、基壇に伴う土器の年代はࣅ 13 世

紀後൒の後よりの時期、すなΘͪ 13 世紀後葉ないし 14 世紀初頭

の所࢈とみる͜とがଥ౰であΖう。

ૠਤग़య

ᶃप防ࠃ府跡調査会・防府市ڭҭҕһ会 1998ʰप防ࠃ府跡　第 99 次

発۷調査֓要（4, － $$・$%）ɦ

ᶄ防府市ڭҭҕһ会 2008ʮप防ࠃ府跡第 157 次調査（4, － 17）ʯh 平

成 18 年౓　防府市内遺跡発۷調査֓要ʱ

ᶅ防府市ڭҭҕһ会 2015ʰप防ࠃ府跡発۷調査報告̐－ࠃ府南ݶҬの

調査－ʱ

ᶆ岩ࠃ市ڭҭҕһ会 2012ʰ中௡ؗډ跡（旧Ճཅ࿨ઘकؗډ跡）ɦ

ୈ 50 図ɹѨ໻ଫࣉग़౔ͷ౔ثࢣഋ

ୈ 51 図ɹ౔ثࢣഋൺֱࢿྉ
　　　　　　（第 49 ਤよりൈਮ）
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３
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ᶅप๷ࠃ෎跡4&����
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（̨ʹ１ʗ̐）
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ୈ 52 図ɹݝޱࢁ಺ͷՐ૴Ҩߏͷ෼෍

̐ɹՐ૴ҨߏͷධՁʢୈ 15 දɺୈ 52 ʙ 5� ਤʣ

　今回ݕ出した火葬遺構は、基壇੝土中に埋めࠐ·れており、基本的に火葬௚後のঢ়گをอつと考え

られる。͜の火葬遺構において、石で囲·れたۭ間は、࠷大で長さ 100ᶲ、෯ 40ᶲ、高さ 30ᶲఔ

౓と考えられるが、側面の石が֎܏してਾえられているため、ۭ 間Լ෦での෯は࠷大 35ᶲఔ౓であり、

ఈ面にਾえられた石の上面ϨϕϧもҰ定ではない。Ҏ上の点から、͜の火葬遺構はあく·で೩焼のた

めのࢪઃであり、׹は土޵の上にΘたされた木ࡐにͤࡌられてᣡඏに付されたとみられる。͜れは側

面の石の上面がඃ೤により੺化する͜ととも੔߹する。͜うしたྫは 12 世紀຤～ 13 世紀初にൺ定

されるژ౎府西ਞ町遺跡 4913001 でもࢦఠされている。その৔߹、阿弥陀寺の火葬遺構内にਾえら

れた石は׹の安置ではなく、通෩確อや防࣪による೩焼ޮ཰޲上をҙਤしたものとཧղされる。

火葬遺構を෴う᛽ෑ͖は、基壇前面の᛽ෑ͖とは構ங法、上面Ϩϕϧ等にҧいがない͜とから、

྆者に大͖な時期ࠩは૝定で͖ない。したがͬて、火葬遺構の構ஙは基壇構ங時ないしその௚前と考

えられる。なお、์ࣹ性炭ૉ年代測定（".4 法）の結果、火葬遺構の年代は 13 世紀中ࠒ～຤をࣔし

ていた。そして、出土人ࠎの෦Ґは長ࠎ؅が多い΄か、300 ～ 600ˆのԹ౓で焼かれた͜とも൑໌

しており、炭化ࡐとして࢒る木ࡐ（αΫϥ属やΞΧΨシѥ属）でもे෼焼ࠎ可能である͜とがΘかͬた。

第 15 ද及び第 52 ～ 56 ਤに山口県内の火葬遺構を集成した。調査報告書ではいͣれもุとして

ѻΘれているが、रࠎを完શに൱定で͖るྫはないため、火葬遺構とする͜とがଥ౰と൑அした。٢

฼඿遺跡では、΄΅શ਎の෦Ґが確認で͖るྫの多いʮ火葬ุʯ19 基す΂てで第２ᰍ௣（のͲ仏）

が࢒されていない͜とがࢦఠされており、ٯに、10 世紀代の岩ࠃ市上ٱफ遺跡 4T- １ではࠎ蔵器に

ೲめられた火葬ࠎは第２ᰍ௣をؚΉものであͬた。
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遺跡名 遺構名 時　期 ୆׹ 鉄釘 උ　考
1 ٢Ӭ遺跡 4T1 15 世紀後൒ ʓ
2 ٢฼堂のԼ遺跡 L(9601 14 世紀 	 後൒ 
 ʓ ʓ ݙڙ火葬後に土師器。ࡐଠؙࡋ୆は石と൒׹
3 ٢฼඿遺跡 L(6 ࣨ町時代 ʓ ʓ 火葬後に土師器ݙڙ
4 ٢฼඿遺跡 L(7 ࣨ町時代 ʓ ʓ
5 ٢฼඿遺跡 L(8 ࣨ町時代 ʓ ʓ
6 ٢฼඿遺跡 L(11 ࣨ町時代 ʓ
7 ٢฼඿遺跡 L(12 ࣨ町時代 ʓ
8 ٢฼඿遺跡 L(13 ࣨ町時代 ʓ 火葬後に土師器ݙڙ
9 ٢฼඿遺跡 L(14 ࣨ町時代 ʓ

10 ٢฼඿遺跡 L(15 ࣨ町時代 ʓ ʓ 火葬後に土師器ݙڙ
11 ٢฼඿遺跡 L(18 ࣨ町時代 ʓ ʓ
12 ٢฼඿遺跡 L(23 ࣨ町時代 ʓ
13 ٢฼඿遺跡 L(25 ࣨ町時代 火葬後に土師器ݙڙ
14 ٢฼඿遺跡 L(26 ࣨ町時代 ʓ ʓ
15 ٢฼඿遺跡 L(27 ࣨ町時代 ʓ 火葬後にΞϫϏ֪・土師器ݙڙ
16 ٢฼඿遺跡 L(28 ࣨ町時代 ʓ ʓ
17 ٢฼඿遺跡 L(66 ࣨ町時代 ʓ
18 ٢฼඿遺跡 L(118 ࣨ町時代 ʓ ʓ
19 ٢฼඿遺跡 L(119 ࣨ町時代 ʓ ʓ
20 ٢฼඿遺跡 L(120 ࣨ町時代
21 ٢฼඿遺跡 L(121 ࣨ町時代 ʓ ʓ
22 ҁཏ木ڷ୆地遺跡（໌ਆ地۠） 4T-1 ʁ
23 ҁཏ木ڷ୆地遺跡（໌ਆ地۠） 4T-2 ࣨ町時代か ʓ ؀ঢ়鉄੡඼２
24 ே田෿ุ܈第ᶙ地۠ 火葬ุ 43 号 中世
25 ே田෿ุ܈第ᶙ地۠ 火葬ุ 64 号 中世
26 ே田෿ุ܈第ᶙ地۠ 火葬ุ 71 号 中世 ʓ
27 ே田෿ุ܈第ᶙ地۠ 火葬ุ 81 号 中世 ʓ
28 弥市原遺跡第ᶗ地۠ 1-3 ʁ 人ࠎなし。׹୆ఫڈか
29 上り۽遺跡１地۠ 4T109 ʁ
31 上り۽遺跡３地۠ 4T302 ʁ 人ࠎなし
31 上り۽遺跡̑地۠ 4T501 ʁ 人ࠎなし
32 上り۽遺跡３地۠ 4T302
33 上り۽遺跡̒地۠ 4T613 火葬後に土師器ݙڙ
34 上り۽遺跡̒地۠ 4T614 ʁ 火葬後に土師器ݙڙ
35 岩෵遺跡 4T-2 14 世紀前൒ 土޵内面にష石。人ࠎなし。火葬後に土師器ݙڙ
36 Ԟਖ਼ݖ寺遺跡 4T-1 ʁ ʓ ʓ
37 Լӈ田遺跡第ᶞ地۠ #1-1 ʁ ʓ

3� Ѩ໻ଫࣉ Ր૴Ҩߏ
ʢ4902ʣ

13 ༿ʙޙلੈ
14 ॳلੈ ʓ ʓ

39 കϊ木原遺跡ᶙ地۠ 7 号土ᆮ ʁ
40 കϊ木原遺跡ᶙ地۠ 8 号土ᆮ ʁ
41 上石田̖遺跡 4T01 ʁ ʓ

ˎ土޵ఈ面の石については、調査報告書にしたがͬて׹୆とද記する

ୈ 15 දɹݝޱࢁ಺ͷՐ૴ҨߏҰཡ

٢ӬҨ੻45̍ ٢฼ಊͷԼҨ੻-(�601 ҁཏ໦ڷ୆஍Ҩ੻

ୈ 53 図ɹݝޱࢁ಺ͷՐ૴Ҩߏ（̍）
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ୈ 54 図ɹݝޱࢁ಺ͷՐ૴Ҩߏ（̎）

٢฼඿Ҩ੻
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ୈ 55 図ɹݝޱࢁ಺ͷՐ૴Ҩߏ（̏）

ே田෿ุ܈

上Γ۽遺跡

Ԟਖ਼ݖ寺遺跡

弥ࢢ原遺跡

Լӈ田遺跡

1－̏

#1－̍

ST－̍
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ୈ 56 図ɹݝޱࢁ಺ͷՐ૴Ҩߏ（̐）

岩淵遺跡 阿弥陀寺

上石田Ａ遺跡

梅ノ木原遺跡

ST－２

ST01

火葬遺構

７号土壙

８号土壙
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山口県では 13 遺跡 41 ྫの火葬遺構が確認されている。土޵の形ঢ়、ʮ׹୆ʯの༗ແ、規模の大

小等で෼ྨが可能であるが、͜͜ではׂѪする。ݙڙ඼を伴うものは̔ྫあり、火葬後のݙڙとみら

れる土師器ഋ・ࡼが基本である。山口県の火葬遺構では鉄釘が出土するྫがൺֱ的多く、41 ྫ中 14

ྫ（34ˋ）にの΅る。さらにʮ׹୆ʯをもつ 25 ྫ中 13 ྫ（52ˋ）が鉄釘を伴う。ٯにʮ׹୆ʯの

ないྫで鉄釘が出土するのは１ྫのみである。

阿弥陀寺の火葬遺構の特௃は、ʮ׹୆ʯにՃえて土޵น面へも石を配する点であり、県内には近ࣅ

するྫがない。ただし、配する石の大͖さとີ౓のࠩを౓֎ࢹすれ͹、΄΅ಉ時期の岩෵遺跡 4T-2

とのڞ通点がࢦఠで͖る。྆者は山口県にお͚るݹ࠷段֊の火葬遺構であり、͜の段֊からҟなるܥ

౷の火葬遺構が防府の地でฒଘした͜とがΘかる。
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̑ɹૅੴݐ෺ٴͼڥچ಺ͷྺ࢙తҐஔ

ʢ̍ʣૅੴݐ෺ٴͼڥچ಺ͷੑ֨ʹ͍ͭͯʢୈ ��ਤʣ

　本調査地で確認された基壇をもつ礎石建物は、建物や礎石の規模、堂内を内ਞと֎ਞに෼͚る構造

的特௃等から、本堂形式の仏堂とਪ定で͖る。そして૑建年代は、土器の年代やࣗવՊֶ෼ੳの結果

から 13 世紀後葉～ 14 世紀初頭にൺ定した。阿弥陀寺関࿈の文ݙに記ࡌのある堂Ӊのうͪ、本堂形

式に૬౰する可能性があるものとして、ʮ本堂ʯ、ʮড়土堂ʯ（現೦仏堂）、ʮༀ師堂ʯ（現ޢຎ堂）の３

Ӊが͛ڍられる。本堂は ড়土堂は、（௉ʯ׭ʮ大੓）年（安̐߂）1281 1197（建̔ٱ）年（ʮ鉄ౝ໏ʯ）、

ༀ師堂は 1200（ਖ਼࣏２）年（ʮ在ி׭人等ிએ棟ࡳ໏ʯ）の記録が初ݟであり、ড়土堂とༀ師堂は΄

΅૑建時期の記録とみてよいが、本堂に関する記録は૑建時期を௚઀ࣔす内༰とはいいがたい。

Ұ方、1484（文໌ 16）年には、堂ౝのす΂てを焼ࣦしたとの記録がある（ʮޚӨ堂棟ࡳ໏ʯଞ）。

ಉ記録には、伽藍を構成する堂Ӊ及びૐ๥の名がྻڍされるにもかかΘらͣ、３Ӊの堂については、ʮༀ

師堂ʯの名が記されるのみで、ʮ本堂ʯとʮড়土堂ʯはొ৔しない。しかし、火ࡂ後の 1507（Ӭਖ਼̐）

年には本堂のڵ࠶をئう記録（ʮ໰田߂Ӂไ書ʯ）があり、1693（ݩ࿣̒）年には೦仏堂（旧ড়土堂）

がमཧされ、1731（ڗอ 16）年には本堂がڵ࠶したとする記録（いͣれもʮޢຎ堂本堂棟ࡳʯ）が

ある͜とから、２Ӊの堂が火ࡂ時か、その前後にࣦΘれたとみるのがԺ౰であΖう。とはいえ、３Ӊ

の堂のうͪ、火ࡂの時期·でଘ続していた͜とが確࣮とみられるのはༀ師堂のみである。

今回の調査で確認した礎石建物及び旧境内からは、૑建年代とҟなる時期の遺物が௚઀遺構に伴ͬ

て出土しておらͣ、そのଘ続期間は૑建年代の෯に収·る΄Ͳ୹期間と考える。͜の礎石建物が、౰

時の阿弥陀寺境内を構成する堂ӉのҰつであͬたとすれ͹、その૑建時にすでにଘ在していたༀ師

堂は、礎石建物のީิとして少なくともআ֎される。͜れに対して、礎石建物の૑建時·でଘ続し

ていた͜とがは͖ͬりしない本堂とড়土堂はީิとして͛ڍられる。͜のうͪ、ʮ本堂ʯがొ৔する

、年の記録は、ઌड़のとおり、௚઀的にその૑建時期をࣔすものではない。そうすると（安̐߂）1281

阿弥陀寺の૑建時期に近い記録の中に、確࣮に本堂といえるものは認められない͜ととなる。それに

Ճえて、本堂とༀ師堂・ড়土堂とがซ記された記録もみられない。͜の記録にొ৔するʮ本堂ʯは、

ড়土堂の͜とをࢦす可能性があΖう。

さらに、ઌड़の 1200（ਖ਼࣏２）年の記録には、ༀ師堂とড়土堂についてʮࣣ間࢛面ʯの建物と記

されており、間口ࣣ間のʮࣣ間堂ʯに૬౰する２Ӊの堂がೋ棟Ұ対としてଘ在していた可能性がある。

たとえ͹、ฌݿ県小野市ড়土寺は、建ٱ年間にॏݯによͬて૑建された寺院であるが、西にড়土堂（阿

弥陀堂）、東にༀ師堂（本堂）を配す、ೋ棟Ұ対の配置をとる。͜れは、西側を阿弥陀೗དྷのॅΉ西

方ָۃড়土、東側をༀ師೗དྷがॅΉ東方ড়ྤཨ世քにٖえた͜とによる。今回の礎石建物も間口ࣣ間

である͜とから、ʮড়土堂ʯとみる͜とは可能である。ただし、౰時のʮༀ師堂ʯが現在の境内にଘ

在したとすれ͹、西にༀ師堂、東にড়土堂という配置となり੔߹しない。఻ঝͲおり、現೦仏堂をড়

土堂とし、礎石建物をༀ師堂とൺ定すれ͹੔߹するが、礎石建物に火ࡂ痕跡はない͜とから、文໌年

間の火ࡂ時のༀ師堂は、今回の礎石建物の৔所ではない。

さて、今回の礎石建物をʮড়土堂ʯと考えるには、ଞに２つの໰୊点がある。第１に、文ݙ記録上のʮড়

－ 80 －



土堂ʯの૑建時期に౰たる 12 世紀຤と、今回の礎石建物の૑建時期である 13 世紀後葉～ 14 世紀

初頭との間に 100 年近いۭന期間がある͜と、第２に、ށߐ時代の 1756（ๅ暦̒）年の記録（ʮप

防佐೾܊牟礼村՚ٶ山阿弥陀寺ུ縁ىʯ。ҎԼʮ縁ىʯとݺͿ）には、ʮ本堂ʯとʮ೦仏堂ʯ（旧ড়土堂）

がซ記され、͜の時のݺশが現在·で༻いられている͜とである。

第１の点について、今回の礎石建物が૑建される 13 世紀後葉～ 14 世紀初頭·でに、ড়土堂はҰ

౓ഁյもしくはফࣦしており、本調査地にڵ࠶しようとしていたのではないだΖうか。しかし、今回

の調査の結果がࣔすように、出土遺物や生活痕跡が少ない͜と、建物の礎石のܽམの࢓方がෆ規ଇで

ありப痕跡も࢒らない͜と、石段２が్中·でしかஙかれていない͜と、山門にෟ属す΂͖ங地ญや

ઃのଘ在が確認で͖ない͜とから、礎石建物及び旧境内は、基壇及び礎石ࢪ等、境内を囲៴するྻߌ

のҰ෦と石段・石垣のみをங͖、Կらかの事৘で未完成にऴΘりڵ࠶されない··だͬた可能性があ

る。そう考えると、文໌年間の火ࡂのࡍに、ʮ本堂ʯ及びʮড়土堂ʯの名শが記ࡌされていない͜と

もटߠで͖る。

第２の点について、ށߐ時代のʮ縁ىʯは、阿弥陀寺の堂ౝが焼ࣦしてから、300 年近く経աし

て書かれたものであり、阿弥陀寺૑建౰時の༷ࢠをその··఻えていないか、ዞҙ的に書͖׵えられ

た可能性がある。૑建時期に近い 1197（建̔ٱ）年の記録（ʮ鉄ౝ໏ʯ）には、阿弥陀寺を構成する

堂ౝについて、·ͣʮড়土堂ʯが͛ڍられ、そ͜にʮ阿ከ陀ৎ࿡૾Ұᱪʯをไ安するとあり、本堂の
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記ࡌはない。ʮༀ師堂ʯがซ記されるのは、３年後の記録（ʮ在ி׭人等ிએ棟ࡳ໏ʯ）を଴たな͚れ

͹ならないが、૑建౰初はড়土堂とༀ師堂がॏࢹされていた͜とをうかがΘͤる。

͜れに対して、ʮ縁ىʯには、はじめてʮ本堂ʯのৄࡉが記される΄か、ড়土堂やༀ師堂について

もށߐ時代の堂名であるʮ೦仏堂ʯやʮޢຎ堂ʯに書͖׵えられている。ʮ縁ىʯは、աڈの記録を

の堂Ӊにそڈ時代の堂名をաށߐ、考として記されたものであるが、記録とҟなる堂ӉをՃえたりࢀ

の··࢖༻する等、٭৭がみられる。Ұ方、今回の礎石建物と現在の本堂とは平面形式がྨࣅするが、

೦仏堂とޢຎ堂は本堂の内ਞ෦෼の平面形式をऔりೖれた可能性がある（第ᶛষ１ࢀর）。すなΘͪ、

૑建౰初のড়土堂とༀ師堂の平面形式であるʮࣣ間堂ʯとはならͣ、৽たな建物としてڵ࠶されている。

͜のように、阿弥陀寺૑建౰初は、ড়土堂とༀ師堂を主ମとする境内構成であͬたが、ށߐ時代

に現在の本堂を主ମとする境内へとվมしڵ࠶するに౰たͬて、৽たに૑建する೦仏堂とޢຎ堂につ

いては、かつてのড়土堂とༀ師堂の໾ׂを果たす堂Ӊとして࠶ղऍしたものと考える。

ʢ̎ʣ阿弥陀寺ͷۭؒߏ੒ͱपล寺Ӄͱͷؔ܎

　調査前、૑建౰初の阿弥陀寺境内は、現在の仁Ԧ門及び౬԰から、೦仏堂や৊࿖のあるҰ画にࢸる

によݟに、その主要෦෼があͬたと૝定されていたが、今回の礎石建物の発ےಓをؚΉ東側の尾根ࢀ

り、さらに東側の尾根·で寺Ҭが޿がͬていた͜とを確認で͖た。今回の礎石建物が、ઌड़のとおり、

ড়土堂に૬౰するのであれ͹、それに対Ԡしてༀ師堂もଘ在するはͣである。そのҐ置が、現在の境

内のҐ置にଘ在したのかͲうかはෆ໌であるが、ড়土堂を西側に、ༀ師堂を東側に配する原ଇにैえ

͹、さらに東側に寺Ҭが޿がる可能性が高い。࣮ࡍ、今回の調査地から୩ےをҰつڬΜだ東側の尾根

にも平坦面が確認されている。

そして、今回みつかͬた旧境内は、尾根を୯Ґとしてൣ޿な平坦面をங͖、そ͜に本堂形式のҰ

Ӊの堂を建立している。すなΘͪ、୩ےによͬて境内を෼͚、尾根を୯Ґとして１～２Ӊの堂を配置

し、そのԼ方の୩ےの྆側にૐ๥を配するというۭ間構成をͬ࠾た可能性がある。͜れは、現在の境

内のۭ間構成にも౿ऻされているとみられる。ಉ༷なྫは多いが、そのҰつとして෱岡県टཏ山遺跡

が͛ڍられる。ಉ遺跡では、୩ےをࢀಓとし、その࠷高所に伽藍Ҭとなる平坦面をங͖、୩ےの྆側

にෳ਺の๥院܈とਪ定する平坦面を配するというۭ間構成をとる点でྨࣅする（ٱ山町ڭҕ 2012）。

しかし、Ұ箇所の平坦面にෳ਺の主要な堂Ӊを配して、伽藍ۭ間とする点は、阿弥陀寺とҟなͬている。

さて、阿弥陀寺は、山の斜面にஙかれる͜とからみて、ʮ山寺ʯとして認ࣝされた寺院といえる。

その立地から、ཬ山の中ෲや山࿢、ٰྕ、あるいは୩や୔のԞ等に立地するʮཬ山ܥ寺院ʯ（ڇ山

2012）のҰ種と考える。阿弥陀寺からݟԼΖͤる防府平野には、प防ࠃ෼寺等の平地寺院があり、

͜れらの平地寺院に対する山の寺という認ࣝであͬただΖう。ただ、阿弥陀寺は東大寺別所としてप

防ࠃのࠃ຿がҕͶられ、ྺ代のॅ৬は࢘ࠃの೚に౰たるなͲ、ࠃி寺ともݺ΂る性֨をもつ。͜れに

対して、阿弥陀寺૑建౰時のࠃ෼寺は、西大寺の຤寺となりようやくڵ࠶を果たすというঢ়گであり、

阿弥陀寺の੎ྗがڧ大であͬたと૝定される。྆者の関܎や、阿弥陀寺西方のෑ山に建立されたີڭ

していく౼ݕについては、立地やۭ間構成の面も౿·えて܎寺等、पล寺院との関؍ݧ寺院であるܥ

ඞ要があΖう。
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　今回の調査で໌らかとなͬた礎石建物及び旧境内は、出土遺物が少なく、未完成の可能性もある͜

とから、ෆ໌な点が多い。今後、調査地पลの平坦面の೺Ѳから、阿弥陀寺旧境内のۭ間構成をඥղ

く等、今回の礎石建物のҐ置づ͚がよりৄらかになる͜とを期଴したい。

　さい͝に、今回の発۷調査の成果について、旧境内に関するものを中心に·とめておく。

　ᶃ出土土器や年代測定の結果から、基壇をもつ礎石建物及び石段や石垣等、旧境内を構成する遺構

の年代は、13 世紀後葉～ 14 世紀初頭にൺ定で͖る。͜の年代は、礎石建物の平面形式等、建

ங史的にみてもᴥᴪがない。

　ᶄ基壇をもつ礎石建物は、ܻ行̓間、ྊ行̑間の平面形式と考えられる。͜の平面形式や立೿な礎

石等からみて、本堂形式の仏堂と考えるのがଥ౰である。

　ᶅ礎石建物に伴う瓦ྨは出土していない͜とから、ᐻൽ෪や൘෪等の԰根であͬたと૝定される。

ただし、瓦を෪く前に、建物のங造をऔりࢭめた可能性もある。

ᶆ平坦面の造成にあたͬては、尾根斜面を࡟り出し、そのࡍのഉ土や石᛽をར༻したと考える。す

なΘͪ、平坦面のਖ਼面には裏積み及び石垣、側ลには大石を積Μで土ཹめとした上で、造成土

を੝ͬていく͜とを確認した。基壇の造成もಉ༷な方法による。

　ᶇ基壇造成土中から火葬遺構をݕ出しており、構ங時期は基壇構ங時ないしその௚前と考えられる。

͜の火葬遺構は、山口県内でもݹ࠷段֊にҐ置づ͚られる。

ᶈ出土遺物や生活痕跡が少ない͜と等から、礎石建物を中心とする旧境内は未完成であͬた可能

性が高い。

ݙจߟࢀ

޾山Ղڇ 2012ʮ山寺の֓೦ʯh ʱ第ֶݹ考ץق 121 号、༤山ֳ出൛

ҭҕһ会ڭ山町ٱ 2012ʰटཏ山遺跡発۷調査報告書ʱٱ山町文化財調査報告第 16 集

防府市ڭҭҕһ会 1979ʰ阿ከ陀寺文書ʱ防府史ྉ第 28 集

防府市史編ࢊҕһ会 2004ʰ防府市史ʱ通史ᶗ、原࢝・ݹ代・中世
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

阿弥陀寺 寺院跡 中　世
近　世

基壇をもつ礎石建物　　　１棟
石　段　　　　　　   ２箇所
石　垣　　  　　　　 １箇所
門（礎石）　　　　 　１箇所
火葬遺構 　　　　　　  １基
方形石組　　　　　　   １基 

土師器
須恵器
佐野焼
平　瓦
鞴羽口
椀形滓
鉄　釘
銅　銭

　多くの遺物は
土石流堆積土中
から出土してお
り、基壇には、
少量の土師器が
伴うのみである。
　火葬遺構中か
らは、鉄釘及び
木炭が出土した。

要　約

阿弥陀寺は、山口県防府市牟礼地内に所在し、防府平野の北東縁にある大平山の西側斜面に立地
する。今回の調査地は、現在の阿弥陀寺の中心伽藍より東側に約 100 ｍの地点にある、標高 121
～ 135 ｍの尾根上を対象とした。
　調査の結果、尾根の斜面を造成した平坦面上に、基壇をもつ礎石建物１棟を確認した。建物の中
央間から前面に延びる延長線上に、門（礎石）と石段及び石垣が計画的に配置され、建物の背面に
も、平坦面の上方へ続く石段を確認した。さらに、基壇造成土中に火葬遺構１基、基壇の南西側の
平坦面上に方形石組１基を確認した。
　出土した土師器や年代測定等の結果から、礎石建物をはじめ旧境内を構成する遺構の年代は、
13 世紀後葉～ 14 世紀初頭と考えられる。方形石組は、近世後期の囲炉裏等の基礎の可能性がある。
　基壇をもつ礎石建物は、その規模や平面形式、付属する石段や石垣の荘厳さ等からみて、本堂形
式の仏堂と考えられる。ただし、出土遺物や生活痕跡の少ない点から、未完成の可能性が高い。
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